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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Database Client 10g リリース 2（10.2）を Linux x86-64 にインス
トールして構成する方法について説明します。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、単一の Linux x86-64 システムに Oracle Database Client 10g リリース 2

（10.2）をインストールするユーザーを対象としています。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/ を参照してくださ
い。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし一部のスクリー
ン・リーダーは括弧だけの行を読まない場合があります。 

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。 

コマンド構文コマンド構文コマンド構文コマンド構文
UNIX のコマンド構文は、固定幅フォントで表示されます。ドル記号（$）、シャープ記号（#）
またはパーセント記号（%）は、UNIX コマンド・プロンプトです。これらの文字は、コマン
ドの一部として入力しないでください。このマニュアルでは、コマンド構文に次の表記規則を
使用しています。

規則規則規則規則 説明説明説明説明

バックスラッシュ 
\

バックスラッシュは、UNIX コマンドの継続文字です。コマンドの例でコマン

ドが 1 行に収まらない場合に使用します。コマンドは、このマニュアルで記載

しているとおりに入力する（バックスラッシュを付ける）か、バックスラッ
シュを付けずに 1 行で入力します。

dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \ 
count=10000

中カッコ { } 中カッコは、必須入力項目を表します。

.DEFINE {macro1}

大カッコ [ ] 大カッコは、オプションの入力項目を表します。

cvtcrt termname [outfile]

省略記号 ... 省略記号は、同じ項目を任意の数だけ繰り返すことを表します。

CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN

イタリック体 イタリック体は、変数を表します。変数には値を代入します。

library_name

縦線 | 縦線は、中カッコまたは大カッコ内の選択肢を区切ります。

FILE filesize [K|M]
vi



ドキュメントへのアクセスドキュメントへのアクセスドキュメントへのアクセスドキュメントへのアクセス
このリリースのドキュメントには、プラットフォーム固有のドキュメントと汎用の製品ドキュ
メントがあります。

プラットフォーム固有のドキュメントプラットフォーム固有のドキュメントプラットフォーム固有のドキュメントプラットフォーム固有のドキュメント
プラットフォーム固有のドキュメントには、Oracle 製品を特定のプラットフォームにインス
トールして使用する方法が記載されています。この製品のプラットフォーム固有のドキュメン
トは、製品ディスクに PDF 形式と HTML 形式の両方で収録されています。ディスクに収録さ
れているプラットフォーム固有のドキュメントにアクセスする手順は、次のとおりです。

1. Web ブラウザを使用して、ディスクのトップレベル・ディレクトリにある welcome.htm
ファイルを開きます。

2. DVD の場合にのみ、該当する製品のリンクをクリックします。

3. 「「「「documentation」」」」タブをクリックします。

印刷されたマニュアルが必要な場合は、PDF ファイルを開いて印刷してください。

製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント
製品のドキュメントには、各プラットフォームで Oracle 製品を構成、使用または管理する方法
が記載されています。 製品のドキュメントは、Oracle Database 10g 製品用の製品ドキュメント
は、次の場所に HTML 形式および PDF 形式の両方で収録されています。

� Oracle Database 10g DVD の doc サブディレクトリ内

DVD 内のドキュメントにアクセスするには、Web ブラウザを使用してディスクのトップ
レベル・ディレクトリにある welcome.htmファイルを表示し、Oracle Database 10g 
Documentation Library リンクを選択します。

� オンラインの Oracle Technology Network（OTN）Web サイト

http://www.oracle.com/technology/documentation/

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
Oracle Database 10g 製品の場合、プラットフォーム固有のドキュメントには次のマニュアルが
含まれています。

� Oracle Database

– 『Oracle Database リリース・ノート』

– 『Oracle Database インストレーション・ガイド』

– 『Oracle Database クイック・インストレーション・ガイド』

– 『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成ガイド』

– 『Oracle Database 管理者リファレンス』

� Oracle Database Client

– 『Oracle Database Client インストレーション・ガイド』

– 『Oracle Database Client クイック・インストレーション・ガイド』

� Oracle Database Companion CD

– 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド』

– 『Oracle Database Companion CD クイック・インストレーション・ガイド』

このマニュアルのリリース時以降に判明した重要情報については、『Oracle Database リリー
ス・ノート』を参照してください。Oracle Database 10g のリリース・ノートは定期的に更新さ
れます。最新バージョンは OTN から入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/index.html
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルの本文では、次の表記規則を使用しています。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。 

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
オラクル製品サポートの購入方法、およびオラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
方法の詳細は、次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。 

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。 

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。 

http://www.oracle.co.jp 
http://otn.oracle.co.jp 

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、アクションに関連付けられた Graphical User Interface 要素、また

は本文や用語集で定義されている用語を示します。

イタリック イタリックは、特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル・コード、画面上

に表示されるテキストまたはユーザーが入力するテキストを示します。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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インストールの概要インストールの概要インストールの概要インストールの概要

この章では、Oracle Client の実行可能な各インストール・タイプと、ソフトウェアをインス
トールする前の考慮事項について説明します。 この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Client のインストールの概要

� Oracle Client のインストール方法

� Oracle Client のインストール・タイプ

� インストールの考慮事項
概要 1-1



Oracle Client のインストールの概要
Oracle Client のインストールの概要のインストールの概要のインストールの概要のインストールの概要
Oracle Client のインストール・プロセスは、次のフェーズで構成されます。

1. リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照 : インストールを開始する前に、Oracle Database 10g リリース 2
（10.2）リリース・ノートを参照してください。このリリース・ノートには、プラット
フォーム固有のドキュメントが用意されています。最新バージョンのリリース・ノートは、
次の Oracle Technology Network の Web サイトから入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation

2. インストールの計画インストールの計画インストールの計画インストールの計画 : この章では、インストールできる Oracle 製品と、インストール開始
前に考慮が必要な問題について説明します。 

また、付録 D では、サイトで Oracle アプリケーションが使用されている場合、または複数
の Oracle Database クライアント接続が必要な場合の Oracle Database のインストール方法
など、Oracle Database コンポーネントのインストールに関するよくある質問について説明
しています。

3. インストール前の作業の完了インストール前の作業の完了インストール前の作業の完了インストール前の作業の完了 : 第 2 章では、製品をインストールする前に完了しておく必
要のある、インストール前の作業について説明します。

4. ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール : 次の各項を参照して、Oracle Database Client をインストー
ルします。

� 第 3 章では、Oracle Universal Installer を使用して Oracle Client をインストールする方
法について説明します。 

� 付録 A では、非対話型（サイレント）インストールの実行方法について説明します。
このインストール方法は、Oracle Database の複数のインストールを実行する必要があ
る場合に使用できます。

� 付録 B では、グローバリゼーション・サポートの情報について説明します。

� 付録 C では、インストールで問題が発生した場合のトラブルシューティングに関する
アドバイスを提供します。

� 第 5 章では、Oracle Database の削除方法について説明します。

5. インストール後の作業の完了インストール後の作業の完了インストール後の作業の完了インストール後の作業の完了 : 第 4 章では、推奨および必須のインストール後の作業につ
いて説明します。 
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Oracle Client のインストール・タイプ
Oracle Client のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法
次のように、異なるインストール方法を選択して Oracle Client をインストールできます。

� 対話型インストール方法

� レスポンス・ファイルを使用して自動化されたインストール方法

対話型インストール方法対話型インストール方法対話型インストール方法対話型インストール方法
対話型方法を使用して Oracle Client をインストールする場合、Oracle Client ソフトウェアのイ
ンストールに必要な情報をすべて指定できる一連の画面が表示されます。

レスポンス・ファイルを使用して自動化されたインストール方法レスポンス・ファイルを使用して自動化されたインストール方法レスポンス・ファイルを使用して自動化されたインストール方法レスポンス・ファイルを使用して自動化されたインストール方法
レスポンス・ファイルを作成して、Oracle Universal Installer の起動時にこのファイルを指定す
ることで、Oracle Client インストールの一部またはすべてを自動化できます。自動化されたイ
ンストール方法は、同じように構成されたシステムで複数のインストールを実行する必要があ
る場合、またはソフトウェアをインストールするシステムに X Window System ソフトウェアが
インストールされていない場合に使用すると便利です。

レスポンス・ファイルを使用する場合、必須情報をすべて指定したかどうかによって、次の
モードで Oracle Universal Installer を実行できます。

� サイレント・モードサイレント・モードサイレント・モードサイレント・モード : 必須情報をすべて指定したレスポンス・ファイルを使用する場合、
Oracle Universal Installer はサイレント・モードで実行されます。Oracle Universal 
Installer の画面は表示されません。

� 抑制モード抑制モード抑制モード抑制モード : レスポンス・ファイルにすべての必須情報を指定しなかった場合、Oracle 
Universal Installer は抑制モードで実行されます。Oracle Universal Installer では、指定し
なかった情報を入力する画面のみが表示されます。

これらのモードおよびレスポンス・ファイルを使用したインストールの実行方法の詳細は、付
録 A を参照してください。

Oracle Client のインストール・タイプのインストール・タイプのインストール・タイプのインストール・タイプ
Oracle Client のインストール時には、次のインストール・タイプから 1 つ選択できます。

� InstantClient: Oracle Call Interface（OCI）、Oracle C++ Call Interface（OCCI）、Pro*C ま
たは Java Database Connectivity（JDBC）の OCI アプリケーションに必要な共有ライブラ
リのみをインストールできます。このインストール・タイプは、他の Oracle Client インス
トール・タイプに比べてディスク所要量が小さくなります。

「InstantClient」インストールには、Instant Client Light が含まれます。アプリケーション
においてアメリカ英語でのみエラー・メッセージを表示する場合、このバージョンの
Instant Client を使用できます。Instant Client Light は、サポートされているキャラクタ・
セットよりいずれか 1 つを使用し、アメリカ英語のエラー・メッセージを受入れ可能であ
るアプリケーションに役立ちます。サポートされるキャラクタ・セットは次のとおりです。

– US7ASCII

– WE8DEC

– WE8ISO8859P1

– WE8EBCDIC37C（EBCDIC プラットフォームの場合のみ）

– WE8EBCDIC1047（EBCDIC プラットフォームの場合のみ）

– WE8MSWIN1252

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Instant Client の詳細は、『Oracle Call Interface プログラマー
ズ・ガイド』または『Oracle Database JDBC 開発者ガイドおよびリファレ
ンス』を参照してください。
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Oracle Client のインストール・タイプ
– UTF8

– AL32UTF8

– AL16UTF16

Instant Client Light を使用する利点は、通常の Instant Client よりもフットプリントが小さ
いことです。アプリケーションがロードする必要がある共有ライブラリは、通常の Instant 
Client で使用される 110MB に対し、34MB のみです。したがって、アプリケーションで使
用されるメモリー量が少なくなります。 

� 管理者管理者管理者管理者 : アプリケーションはローカル・システム上またはリモート・システム上の Oracle 
Database インスタンスに接続できます。Oracle Database の管理ツールも用意されていま
す。

� ランタイムランタイムランタイムランタイム : アプリケーションはローカル・システム上またはリモート・システム上の
Oracle Database インスタンスに接続できます。

� カスタムカスタムカスタムカスタム : 「管理者」および「ランタイム」タイプのコンポーネント・リストからコンポー
ネントを個別に選択できます。

注意注意注意注意 : AL32UTF8 は、XMLType データに適した Oracle Database キャラク
タ・セットです。これは、有効なすべての XML 文字をサポートする、IANA
に登録された標準 UTF-8 エンコーディングに相当します。

Oracle Database データベース・キャラクタ・セット UTF8（ハイフンなし）
を、データベース・キャラクタ・セット AL32UTF8 またはキャラクタ・エン
コーディング UTF-8 と混同しないでください。データベース・キャラクタ・
セット UTF8 は、AL32UTF8 に置き換えられています。XML データには
UTF8 を使用しないでください。UTF8 では、Unicode バージョン 3.1 以前の
みがサポートされます。したがって、有効な XML 文字の一部がサポートさ
れません。AL32UTF8 にはこうした制限はありません。

データベース・キャラクタ・セット UTF8 を XML データに使用すると、致命
的エラーが発生したり、セキュリティに悪影響が及ぶ可能性があります。
データベース・キャラクタ・セットでサポートされていない文字が入力ド
キュメント要素名に含まれる場合、置換文字（通常は「?」）が代用されます。 
これにより解析が終了し、例外が発生します。
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インストールの考慮事項
インストールの考慮事項インストールの考慮事項インストールの考慮事項インストールの考慮事項
この項では、この製品のインストール方法を決定する前に考慮する必要のある情報について説
明します。この項の内容は、次のとおりです。

� ハードウェアおよびソフトウェアの認定

� 複数の Oracle ホーム

ハードウェアおよびソフトウェアの認定ハードウェアおよびソフトウェアの認定ハードウェアおよびソフトウェアの認定ハードウェアおよびソフトウェアの認定
このマニュアルに記載されているプラットフォーム固有のハードウェア要件とソフトウェア要
件は、このマニュアルの発行時点での最新情報です。ただし、このマニュアルの発行後にプ
ラットフォームおよびオペレーティング・システム・ソフトウェアの新バージョンが認定され
ている場合があるため、OracleMetalink の Web サイトを確認してください。下記の URL で参
照できます。

http://metalink.oracle.com

現在、オラクル社とサポート・サービス契約をしていない場合は、次の Web サイトから同じ情
報にアクセスできます。

http://www.oracle.com/technology/support/metalink/content.html

複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホーム
この製品は、複数の Oracle ホームをサポートしています。つまり、このリリース以前のソフト
ウェアを、同じシステムの異なる Oracle ホーム・ディレクトリに複数回インストールできま
す。

Oracle がインストールされているシステムへのソフトウェアのインストールがインストールされているシステムへのソフトウェアのインストールがインストールされているシステムへのソフトウェアのインストールがインストールされているシステムへのソフトウェアのインストール
この製品は、新規の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。Oracle 
Client のあるリリースから別のリリースの Oracle ホーム・ディレクトリには、製品をインス
トールできません。たとえば、既存の Oracle9i の Oracle ホーム・ディレクトリにはリリース
10.2 ソフトウェアをインストールできません。このリリースを以前の Oracle リリースのソフト
ウェアを含む Oracle ホーム・ディレクトリにインストールしようとすると、インストールに失
敗します。

このリリースは同じシステムに複数回インストールできますが、別の Oracle ホーム・ディレク
トリにインストールする場合にかぎります。
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インストールの考慮事項
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2

インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業

この章では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了しておく必要のある作業について説
明します。この章の内容は、次のとおりです。

� root としてのシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� 必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成

� 必須ソフトウェア・ディレクトリの識別

� Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成

� oracle ユーザーの環境の構成
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root としてのシステムへのログイン
root としてのシステムへのログインとしてのシステムへのログインとしてのシステムへのログインとしてのシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーとして複数の作業を完了してお
く必要があります。rootユーザーとしてログインするには、次の手順のどちらか一方を実行し
ます。

� X Window System ワークステーションまたは X 端末からソフトウェアをインストールする
手順は、次のとおりです。

1. X 端末（xterm）などのローカル・ターミナル・セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを入
力して、ローカルの X サーバー上にリモート・ホストの X アプリケーションを表示し
ます。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

次に例を示します。

$ xhost somehost.us.acme.com

3. ローカル・システム以外のシステムにソフトウェアをインストールする場合は、ssh、
rloginまたは telnetコマンドを使用して、ソフトウェアをインストールするシス
テムに接続します。

$ telnet fully_qualified_remote_host_name

4. rootユーザーとしてログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC またはその他のシステムからソフ
トウェアをインストールする場合の手順は、次のとおりです。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

2. X サーバー・ソフトウェアのセキュリティ設定を構成して、リモート・ホストの X ア
プリケーションをローカル・システム上で表示できるようにします。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、そのシステム上で X
端末（xterm）などのターミナル・セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーとしてログインしていない場合は、次のコマン
ドを入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

注意注意注意注意 : サイレント・モードのインストールを実行する場合を除き、X 
Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・ソフ
トウェアがインストールされている PC またはその他のシステムからソフ
トウェアをインストールする必要があります。

サイレント・モードのインストールの詳細は、付録 A を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、必要に応じて X サーバーのドキュメントを参
照してください。使用中の X サーバー・ソフトウェアによっては、作業を
異なる順序で完了することが必要な場合があります。
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ハードウェア要件の確認
ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 512 MB の物理 RAM

� 次の表に、インストール済の RAM と構成されたスワップ領域要件の関係を示します。

� Client のインストールに必要な最小 TMP領域は、115MB です。/tmpディレクトリの最小
ディスク領域要件は、選択したインストール・タイプによって異なります。次の表に、各
インストール・タイプの /tmpディレクトリに必要な最小ディスク領域を示します。

� インストール・タイプに応じて 34 ～ 820 MB の Oracle ソフトウェア用ディスク領域

システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. 物理 RAM サイズを判別するには、次のコマンドを入力します。

# grep MemTotal /proc/meminfo

物理 RAM のサイズが必要サイズより小さい場合は、先に進む前にメモリーを増設する必
要があります。

2. 構成済スワップ領域のサイズを判別するには、次のコマンドを入力します。

# grep SwapTotal /proc/meminfo

追加のスワップ領域を構成する方法は、必要に応じてオペレーティング・システムのド
キュメントを参照してください。

3. /tmpディレクトリで使用可能なディスク領域の量を判別するには、次のコマンドを入力し
ます。

# df -k /tmp

/tmpディレクトリで使用可能な空きディスク領域が 400 MB 未満の場合は、次のいずれか
の手順を実行します。 

� /tmpディレクトリから不要なファイルを削除して、ディスク領域要件を満たします。

� oracleユーザーの環境を設定するときに（後述）、TMPおよび TMPDIR環境変数を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システムの拡
張については、必要に応じてシステム管理者に問い合せてください。

4. システム上の空きディスク領域の量を判別するには、次のコマンドを入力します。

# df -k

使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な RAM 必要なスワップ領域必要なスワップ領域必要なスワップ領域必要なスワップ領域

512MB 以下 RAM の 2 倍のサイズ

513MB ～ 726MB RAM の 1.5 倍のサイズ

727MB 以上 RAM の 0.75 倍のサイズ

Client インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ /tmp ディレクトリに必要なディスク領域（ディレクトリに必要なディスク領域（ディレクトリに必要なディスク領域（ディレクトリに必要なディスク領域（MB））））

管理者 850

ランタイム 470

カスタム（全コンポーネント選択） 780

InstantClient 150
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ソフトウェア要件の確認
次の表に、各インストール・タイプのソフトウェア・ファイルに必要なディスク領域の概
算を示します。

5. システム・アーキテクチャがソフトウェアを実行できるかどうかを判別するには、次のコ
マンドを入力します。

# grep "model name" /proc/cpuinfo

ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
インストールする製品に応じて、システムに次のソフトウェアがインストールされているかど
うかを確認します。これらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、表の後に説明し
ます。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ ソフトウェア・ファイルの要件（ソフトウェア・ファイルの要件（ソフトウェア・ファイルの要件（ソフトウェア・ファイルの要件（MB））））

Instant Client 130

管理者 850

ランタイム 495

カスタム（最大） 790

注意注意注意注意 : Instant Client の Instant Client Light コンポーネントのみを構成す
る場合、関連ファイルの格納には 34MB のディスク領域が必要です。
Instant Client Light を構成するには、4-5 ページの「Instant Client Light の
構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : このコマンドを実行すると、プロセッサのタイプが表示されます。
プロセッサのアーキテクチャが、インストールする Oracle ソフトウェア
のリリースと一致していることを確認してください。予期された出力が表
示されなければ、このシステムにはソフトウェアをインストールできませ
ん。

項目項目項目項目 要件要件要件要件

オペレーティング・システム 次のいずれかのオペレーティング・システム・バージョン :

� Red Hat Enterprise Linux AS/ES 3.0（Update 4 以上）

� Red Hat Enterprise Linux AS/ES 4.0（Update 1 以上）

� SUSE Linux Enterprise Server 9.0（SP2 以上）

カーネル・バージョン システムでは、次のカーネルのバージョン（またはそれ以上のバー
ジョン）を実行する必要があります。

Red Hat Enterprise Linux 3.0 の場合の場合の場合の場合

2.4.21-27.EL

注意注意注意注意 : これはデフォルトのカーネル・バージョンです。

Red Hat Enterprise Linux 4.0 の場合の場合の場合の場合

2.6.9-11.EL

SUSE Linux Enterprise Server 9.0 の場合の場合の場合の場合

2.6.5-7.201
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ソフトウェア要件の確認
パッケージ 次のパッケージ（またはこれより新しいバージョン）をインストー
ルする必要があります。

Red Hat Enterprise Linux 3.0 の場合の場合の場合の場合

make-3.79.1-17
compat-db 4.0.14-5.1
control-center-2.2.0.1-13
gcc-3.2.3-47
gcc-c++-3.2.3-47
gdb-6.1post-1.20040607.52
glibc-2.3.2-95.30
glibc-common-2.3.2-95.30
glibc-devel-2.3.2-95.30
glibc-devel-2.3.2-95.20 (32 bit)
compat-db-4.0.14-5
compat-gcc-7.3-2.96.128
compat-gcc-c++-7.3-2.96.128
compat-libstdc++-7.3-2.96.128
compat-libstdc++-devel-7.3-2.96.128
gnome-libs-1.4.1.2.90-34.2 (32 bit)
libstdc++-3.2.3-47
libstdc++-devel-3.2.3-47
openmotif-2.2.3-3.RHEL3
sysstat-5.0.5-5.rhel3
setarch-1.3-1
libaio-0.3.96-3
libaio-devel-0.3.96-3

Red Hat Enterprise Linux 4.0 の場合の場合の場合の場合

binutils-2.15.92.0.2-10.EL4
compat-db-4.1.25-9
control-center-2.8.0-12
gcc-3.4.3-9.EL4
gcc-c++-3.4.3-9.EL4
glibc-2.3.4-2
glibc-common-2.3.4-2
gnome-libs-1.4.1.2.90-44.1
libstdc++-3.4.3-9.EL4
libstdc++-devel-3.4.3-9.EL4
make-3.80-5
pdksh-5.2.14-30
sysstat-5.0.5-1
xscreensaver-4.18-5.rhel4.2

SUSE Linux Enterprise Server 9 の場合の場合の場合の場合

binutils-2.15.90.0.1.1-32.5
gcc-3.3.3-43.24
gcc-c++-3.3.3-43.24
glibc-2.3.3-98.28
gnome-libs-1.4.1.7-671.1
libstdc++-3.3.3-43.24
libstdc++-devel-3.3.3-43.24
make-3.80-184.1
pdksh-5.2.14-780.1
sysstat-5.0.1-35.1
xscreensaver-4.16-2.6

項目項目項目項目 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. インストールされている Linux のディストリビューションおよびバージョンを判別するに
は、次のコマンドを入力します。

# cat /proc/version

2. 必要なカーネルがインストールされているかどうかを判別するには、次のコマンドを入力
します。

# uname -r

Red Hat Enterprise Linux 3.0 システムでこのコマンドを実行することで表示されるサンプ
ル出力を次に示します。

2.4.21-15.EL

この例では、システム上のカーネル・バージョン（2.4.21）およびエラータ・レベル
（15.EL）が出力に表示されます。

カーネル・バージョンがこの項ですでに指定した要件を満たしていない場合、カーネル・
アップデートの取得およびインストールの詳細について、オペレーティング・システムの
ベンダーに問い合せてください。

PL/SQL ネイティブ・

コンパイル、Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit
（XDK）

Intel C++ Compiler 8.1 以上およびディストリビューションに関して

前述したバージョンの GNU C および C++ コンパイラが、これらの

製品で使用できるようにサポートされていること。

注意注意注意注意 : Intel C++ Compiler v8.1 以上がサポートされますが、インス

トールに必須ではありません。 Red Hat Enterprise Linux 3 では、

OCCI は GNU C++ コンパイラのバージョン 3.2 でサポートされて

います。 これがコンパイラのデフォルト・バージョンです。OCCI
は、gcc 3.2.3 標準テンプレート・ライブラリにより Intel Compiler 
v8.0 でもサポートされます。

Oracle XML Developer's Kit は、Red Hat Linux 4.0 の GCC ではサ

ポートされていません。 Intel C++ Compiler（ICC）でのみサポート

されています。

Red Hat Enterprise Linux 4.0 では、Oracle C++ Call Interface
（OCCI）は GCC 3.4.3 をサポートしていません。Red Hat 

Enterprise Linux 4.0 で OCCI を使用するには、GCC 3.2.3 をインス

トールする必要があります。

Oracle JDBC/OCI Drivers Oracle JDBC/OCI ドライバとともにオプションで次の JDK バー

ジョンを使用できますが、インストールに必須ではありません。

� Sun JDK 1.5.0（64 ビット）

� Sun JDK 1.5.0（32 ビット）

� Sun JDK 1.4.2_09（32 ビット）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : GNU Compiler Collection をプライマリ・コンパイラとして使用
する場合は、プライマリ・コンパイラの構成手順について、『Oracle 
Database インストレーション・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : サポートされているのは、前述の表に示したディストリビュー
ションおよびバージョンのみです。他のバージョンの Linux には、このソ
フトウェアをインストールしないでください。

項目項目項目項目 要件要件要件要件
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
3. 必要なパッケージがインストールされているかどうかを判別するには、次のようなコマン
ドを入力します。

# rpm -q package_name

パッケージがインストールされていない場合は、Linux ディストリビューションのメディ
アからインストールするか、または必要なパッケージのバージョンを Linux のベンダーの
Web サイトからダウンロードしてください。

Instant Client Light 要件要件要件要件
Instant Client Light を使用する場合、前の項で示した要件の他に、アプリケーションで次の言
語およびキャラクタ・セットを使用する必要があります。

� 言語言語言語言語 : アメリカ英語

� 地域地域地域地域 : Oracle でサポートされる地域

� キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット : 

– シングルバイト

* US7ASCII

* WE8DEC

– Unicode

* UTF8

* AL16UTF16

* AL32UTF8

言語、地域およびキャラクタ・セットは、NLS_LANG環境変数により決定されます。 

必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの
作成作成作成作成

このシステムへ Oracle ソフトウェアを初めてインストールするかどうかにより、またインス
トールする製品により、次のオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成が
必要になる場合があります。

� Oracle インベントリ・グループ（oinstall）

Oracle ソフトウェアをシステムに初めてインストールする場合は、このグループを作成す
る必要があります。通常、このグループ用に選択する名前は oinstallです。このグルー
プは、システムにインストールされている全 Oracle ソフトウェアのカタログである Oracle
インベントリの所有者となります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通常は oracle）

Oracle ソフトウェアをシステムに初めてインストールする場合は、このユーザーを作成す
る必要があります。このユーザーは、インストールされる全ソフトウェアの所有者となり
ます。このユーザーのプライマリ・グループには、Oracle インベントリ・グループを指定
する必要があります。

注意注意注意注意 : すでに Oracle ソフトウェアがシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle インベントリ・グループを、新規 Oracle ソフト
ウェアのインストールに使用するオペレーティング・システム・ユーザー
のプライマリ・グループにする必要があります。 

注意注意注意注意 : Oracle ドキュメントでは、このユーザーは oracleユーザーと呼ば
れます。
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
システム上の Oracle ソフトウェアの全インストールに対して、1 つの Oracle インベントリ・グ
ループが必要です。初回インストール後は、そのシステムへの以降のすべての Oracle ソフト
ウェアのインストールに、同じ Oracle インベントリ・グループを使用する必要があります。た
だし、個別にインストールする場合は、異なる Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する
ように選択できます。

必要なオペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの作成方法については後述しま
す。

� Oracle インベントリ・グループの作成

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成

Oracle インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成
Oracle インベントリ・グループが存在しない場合は、作成する必要があります。ここでは、
Oracle インベントリ・グループが存在する場合にその名前を判別する方法と、必要な場合に作
成する方法について説明します。

Oracle インベントリ・グループの有無の判別インベントリ・グループの有無の判別インベントリ・グループの有無の判別インベントリ・グループの有無の判別

Oracle ソフトウェアをシステムに初めてインストールするときには、Oracle Universal Installer
により oraInst.locファイルが作成されます。このファイルでは、Oracle インベントリ・グ
ループ名と Oracle インベントリ・ディレクトリのパスが識別されます。

Oracle インベントリ・グループが存在するかどうかを判別するには、次のコマンドを入力しま
す。

# more /etc/oraInst.loc

このコマンドの出力にグループ名 oinstallが表示された場合、このグループはすでに存在し
ます。

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力は次のようになります。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle インベントリ・グループ名（oinstall）を示します。

Oracle インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成
oraInst.locファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力して Oracle インベントリ・
グループを作成します。

# /usr/sbin/groupadd oinstall

注意注意注意注意 : ローカル・ユーザーおよびグループの作成方法については後述しま
す。ローカル・ユーザーおよびグループを作成するかわりに、Network 
Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに適切なユーザー
およびグループを作成できます。ディレクトリ・サービスの使用方法は、シ
ステム管理者に問い合せるか、またはオペレーティング・システムのドキュ
メントを参照してください。 
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合には、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合（Oracle ソフトウェアを初めてイン
ストールする場合など）。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーは存在するが、異なるオペレーティング・システム・
ユーザーを使用する場合。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別
Oracle ソフトウェア所有者ユーザー oracleが存在するかどうかを判別するには、次のコマン
ドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力は次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

このユーザーが存在する場合は、そのユーザーを使用するか別の oracleユーザーを作成する
かを決定します。既存のユーザーを使用する場合は、そのユーザーのプライマリ・グループが
Oracle インベントリ・グループであることを確認します。詳細は、以降の該当する項を参照し
てください。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在し、そのユーザーのプライマリ・グループが
Oracle インベントリ・グループである場合に、そのユーザーを使用するには、2-10 ページ
の「必須ソフトウェア・ディレクトリの識別」を参照してください。

� 既存のユーザーを変更するには、2-10 ページの「Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変
更」を参照してください。

� ユーザーを作成するには、次の項を参照してください。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新規 Oracle ソフトウェア所有者
ユーザーが必要な場合は、次の手順で作成します。次の手順では、oracleという名前のユー
ザーがすでに存在する場合を除き、このユーザー名を使用してください。

1. oracleユーザーを作成するには、次のようなコマンドを入力します。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall[ -G dba] oracle

各項目の意味は次のとおりです。

� -gオプションでは、oinstallなどのプライマリ・グループを指定します。これは、
Oracle インベントリ・グループを指定する必要があります。

� -Gオプションでは、オプションのセカンダリ・グループ、たとえば dbaを指定しま
す。

2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

作業を進めるには、2-10 ページの「必須ソフトウェア・ディレクトリの識別」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : 既存のユーザーを使用または変更する場合は、必要に応じて事前
にシステム管理者に問い合せてください。
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必須ソフトウェア・ディレクトリの識別
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーは存在するが、そのプライマリ・グループが oinstallではない場合は、次
のようなコマンドを入力して変更します。-gオプションでプライマリ・グループ、-Gオプ
ションでセカンダリ・グループを指定します。

# /usr/sbin/usermod -g oinstall -G dba oracle

必須ソフトウェア・ディレクトリの識別必須ソフトウェア・ディレクトリの識別必須ソフトウェア・ディレクトリの識別必須ソフトウェア・ディレクトリの識別
Oracle ソフトウェアについて、次のディレクトリを識別または作成する必要があります。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle インベントリ・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア・インストールのトップレベル・ディレ
クトリです。Microsoft Windows システム上で Oracle ソフトウェアに使用される C:¥Oracle
ディレクトリに似ています。Linux システム上では、Optimal Flexible Architecture（OFA）ガ
イドラインに、Oracle ベース・ディレクトリに次のようなパスを使用するという推奨事項があ
ります。

/mount_point/app/oracle_sw_owner

各項目の意味は次のとおりです。

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアが格納されるファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用しています。
ただし、/oracleまたは /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクトリを
選択できます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなど、Oracle ソフトウェア所有者のオペレーティング・
システム・ユーザー名です。 

複数のインストールに同じ Oracle ベース・ディレクトリを使用する方法と、インストールごと
に個別の Oracle ベース・ディレクトリを作成する方法があります。様々なオペレーティング・
システム・ユーザーが同じシステムに Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、各ユー
ザーが個別の Oracle ベース・ディレクトリを作成する必要があります。次の例では、Oracle
ベース・ディレクトリがすべて同じシステムに存在します。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle

次の各項では、インストールに適した既存の Oracle ベース・ディレクトリの識別方法、および
必要に応じた Oracle ベース・ディレクトリの作成方法について説明します。 

Oracle ベース・ディレクトリを作成するか既存のものを使用するかに関係なく、
ORACLE_BASE 環境変数を設定して、このディレクトリへのフル・パスを指定する必要があり
ます。
2-10 Oracle Database Client インストレーション・ガイド



必須ソフトウェア・ディレクトリの識別
Oracle インベントリ・ディレクトリインベントリ・ディレクトリインベントリ・ディレクトリインベントリ・ディレクトリ
Oracle インベントリ・ディレクトリ（oraInventory）には、システムにインストールされた
全ソフトウェアのインベントリが格納されます。このディレクトリは、単一システムにインス
トールされたすべての Oracle ソフトウェアに必須であり、共有のものです。 システムに Oracle
ソフトウェアを初めてインストールするときは、Oracle Universal Installer からこのディレクト
リへのパス指定を求めるプロンプトが表示されます。次のパスを選択することをお薦めします。

oracle_base/oraInventory

指定したディレクトリが作成され、そこに適切な所有者、グループおよびアクセス権が設定さ
れます。Oracle インベントリ・ディレクトリを手動で作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールするために
選択するディレクトリです。様々な Oracle 製品、または同じ Oracle 製品の異なるリリースは、
個別の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。Oracle Universal 
Installer を実行すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示
されます。Oracle ホーム・ディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリ
として指定する必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリについては、次のようなパスを
指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.2.0/client_1

指定したディレクトリ・パスが Oracle ベース・ディレクトリの下に作成されます。また、適切
な所有者、グループおよびアクセス権も設定されます。Oracle ホーム・ディレクトリを手動で
作成する必要はありません。

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェアのインストー
ルで使用されます。必ず定期的にバックアップを作成してください。 

すべての Oracle ソフトウェアをシステムから完全に削除する場合を除き、
このディレクトリを削除しないでください。

注意注意注意注意 : インストール中に、事前定義の権限が適用されている既存のディレク
トリを Oracle ホーム・ディレクトリとして指定しないでください。 指定する
と、ファイルおよびグループの所有権限エラーによりインストールが失敗す
る場合があります。
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Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成
Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成ベース・ディレクトリの識別または作成ベース・ディレクトリの識別または作成ベース・ディレクトリの識別または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを識別するか、必要な場合
は作成する必要があります。この項の内容は、次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの識別

� Oracle ベース・ディレクトリの作成

既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの識別ベース・ディレクトリの識別ベース・ディレクトリの識別ベース・ディレクトリの識別
既存の Oracle ベース・ディレクトリのパスが、OFA ガイドラインに準拠していない場合があ
ります。ただし、既存の Oracle インベントリ・ディレクトリまたは既存の Oracle ホーム・
ディレクトリを識別する場合、通常は Oracle ベース・ディレクトリを次の手順で識別できま
す。

� 既存の Oracle インベントリ・ディレクトリの識別

次のコマンドを入力して oraInst.locファイルの内容を表示します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力は次のようになります。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータでは、Oracle インベントリ・ディレクトリ
（oraInventory）を識別します。oraInventoryディレクトリの親ディレクトリは、通
常、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleは Oracle
ベース・ディレクトリです。

� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリの識別

次のコマンドを入力して oratabファイルの内容を表示します。

# more /etc/oratab

oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれています。

*:/u03/app/oracle/product/10.2.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

各行で指定されているディレクトリ・パスは、Oracle ホーム・ディレクトリを示します。
使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付いているディレクトリ・パス
が、Oracle ベース・ディレクトリとして有効な選択となります。前述の例で、ソフトウェ
アのインストールに oracleユーザーを使用する場合は、次のディレクトリから選択でき
ます。

/u03/app/oracle
/oracle

注意注意注意注意 : システムに他の Oracle ベース・ディレクトリが存在する場合に
も、Oracle ベース・ディレクトリを作成するように選択できます。

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 行目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは OFA ガイドライ
ンに準拠しています。
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決定した方法に応じて、次のどちらかを参照してください。

� Oracle ベース・ディレクトリが存在し、それを使用する場合は、2-14 ページの「oracle
ユーザーの環境の構成」を参照してください。

oracleユーザーの環境を構成するときに（後述）、選択したディレクトリを指定するよう
に ORACLE_BASE 環境変数を設定します。

� Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在しない場合、または Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する場合は、次の項を参照してください。

Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、適切なディスク領域のあるファイル・システム
を識別する必要があります。

適切なファイル・システムを識別する手順は、次のとおりです。

1. df -kコマンドを使用して、マウントされている各ファイル・システムの空きディスク領
域を判断します。

2. 表示される出力から、適切な空き領域のあるファイル・システムを識別します。

3. 識別したファイル・システム用のマウント・ポイント・ディレクトリの名前をメモします。

Oracle ベース・ディレクトリを作成し、適切な所有者、グループおよびアクセス権を指定する
手順は、次のとおりです。

1. 次のような各コマンドを入力して、識別したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨サ
ブディレクトリを作成し、それに対する適切な所有者、グループおよびアクセス権を設定
します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chmod -R 775 /mount_point/app/oracle_sw_owner

たとえば、識別したマウント・ポイントが /u01で、oracleが Oracle ソフトウェア所有
者のユーザー名の場合、推奨される Oracle ベース・ディレクトリ・パスは次のようになり
ます。

/u01/app/oracle

2. oracleユーザーの環境を構成するときに（後述）、作成した Oracle ベース・ディレクト
リを指定するように ORACLE_BASE 環境変数を設定します。
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oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
Oracle Universal Installer は、oracleアカウントから実行します。ただし、Oracle Universal 
Installer を起動する前に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成す
るには、次の設定が必要です。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に設
定します。

� DISPLAY 環境変数を設定します。

oracleユーザーの環境を設定する手順は、次のとおりです。

1. X 端末（xterm）などの新規ターミナル・セッションを開始します。

2. 次のコマンドを入力し、このシステム上で X Window アプリケーションを表示できること
を確認します。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

次に例を示します。

$ xhost somehost.us.acme.com

3. ソフトウェアをインストールするシステムにログインしていない場合は、そのシステムに
oracleユーザーとしてログインします。

4. oracleユーザーとしてログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. oracleユーザーのデフォルト・シェルを判別するには、次のコマンドを入力します。

$ echo $SHELL

6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）または Korn シェル（ksh）の場合

$ vi .bash_profile
� C シェル（cshまたは tcsh）の場合

% vi .login

7. 次の行を入力または編集して、デフォルトのファイル・モード作成マスクに値 022 を指定
します。

umask 022

8. ファイル内で ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE 環境変数が設定さ
れている場合は、ファイルから該当する行を削除します。

9. ファイルを保存してエディタを終了します。

注意注意注意注意 : PATH変数の /usr/X11R6/binの前に $ORACLE_HOME/binが含
まれることを確認してください。

注意注意注意注意 : Red Hat Linux では、.bash_profileは、Bash シェルのユー
ザー起動ファイルです。
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10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Bash シェルの場合

$ . ./.bash_profile

� Bourne または Korn シェルの場合

$ . ./.profile

� C シェルの場合

% source ./.login

11. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを入力し、
X アプリケーションをローカル・システム上に表示するように指示します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェルの場合

% setenv DISPLAY local_host:0.0

この例では、local_hostは、Oracle Universal Installer の表示に使用するシステム
（ワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 400 MB 未満であることが判明した場合は、400 
MB 以上の空き領域を持つファイル・システムを識別し、TEMP および TMPDIR 環境変数
を設定して、このファイル・システム上の一時ディレクトリを指定します。

a. df -kコマンドを使用して、十分な空き領域がある適切なファイル・システムを識別
します。

b. 必要な場合は、次のようなコマンドを入力して、識別したファイル・システム上に一
時ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit

c. 次のコマンドを入力して、TEMP および TMPDIR 環境変数を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ TMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TEMP TMPDIR

* C シェルの場合

% setenv TMP /mount_point/tmp
% setenv TMPDIR /mount_point/tmp

13. 次のようなコマンドを入力して、ORACLE_BASE 環境変数を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ export ORACLE_BASE

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

前述の例で、/u01/app/oracleは前に作成または識別した Oracle ベース・ディレクトリ
です。
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14. 次のコマンドを入力して、ORACLE_HOME および TNS_ADMIN 環境変数が設定されてい
ないことを確認します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

� C シェルの場合

% unsetenv ORACLE_HOME
% unsetenv TNS_ADMIN

15. 環境が適切に設定されたかどうかを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドで値 22、022または 0022が表示され、この項で設定した環境変数が正し
い値になっていることを確認します。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOME 環境変数が設定されている場合、Oracle 
Universal Installer はその値を Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルト
のパスとして使用します。 ただし、ORACLE_BASE 環境変数を設定する場
合は、ORACLE_HOME 環境変数の設定を解除し、Oracle Universal 
Installer により提示されるデフォルトのパスを選択することをお薦めしま
す。
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インストール作業インストール作業インストール作業インストール作業

Oracle Client ソフトウェアはディスク（DVD）形式で配布されますが、Oracle Technology 
Network の Web サイトからもダウンロードできます。ほとんどの場合は、Oracle Universal 
Installer のグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を使用してソフトウェアをイン
ストールします。ただし、この GUI を使用せずに Oracle Universal Installer を使用してサイレ
ント・モードのインストールを実行することもできます。

この章の内容は、次のとおりです。

� コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照

� インストール・ソフトウェアへのアクセス

� Oracle Client ソフトウェアのインストール

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サイレント・モードのインストールの詳細は、付録 A を参照し
てください。
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コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照
コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照
Oracle Universal Installer を起動する前に、次のガイドラインを参照します。

� Oracle Universal Installer

以前のリリースの Oracle でこのリリースのコンポーネントをインストールする場合は、
Oracle Universal Installer を使用しないでください。

� Oracle ソフトウェアの再インストール

インストール・ソフトウェアへのアクセスインストール・ソフトウェアへのアクセスインストール・ソフトウェアへのアクセスインストール・ソフトウェアへのアクセス
Oracle Client ソフトウェアはコンパクト・ディスク（DVD）形式で配布されますが、Oracle 
Technology Network の Web サイトからもダウンロードできます。 ソフトウェアをハード・
ディスクからインストールするには、Oracle Technology Network からダウンロードして解凍
するか、ディスクを入手している場合はディスクからコピーする必要があります。

Oracle Client にアクセスしてインストールするには、次のいずれかの方法を使用します。

� ソフトウェアをハード・ディスクにコピーする方法は、次の項を参照してください。

3-3 ページ「ハード・ディスクへのソフトウェアのコピー」 

� ソフトウェアをディスクまたは既存のハード・ディスク・ディレクトリからインストール
する方法は、3-5 ページの「Oracle Client ソフトウェアのインストール」を参照してくださ
い。

� ソフトウェアを Oracle Technology Network からダウンロードする方法は、次の項を参照
してください。

OTN Web サイトからのサイトからのサイトからのサイトからの Oracle ソフトウェアのダウンロードソフトウェアのダウンロードソフトウェアのダウンロードソフトウェアのダウンロード
この項では、インストール・アーカイブ・ファイルをダウンロードしてハード・ディスク上で
抽出する方法について説明します。この項の内容は、次のとおりです。

� インストール・アーカイブ・ファイルのダウンロード

� インストール・ファイルの抽出

インストール・アーカイブ・ファイルのダウンロードインストール・アーカイブ・ファイルのダウンロードインストール・アーカイブ・ファイルのダウンロードインストール・アーカイブ・ファイルのダウンロード
Oracle Technology Network からインストール・アーカイブ・ファイルをダウンロードする手
順は、次のとおりです。

1. ブラウザを使用して、次の URL にある Oracle Technology Network のソフトウェア・ダウ
ンロード・ページにアクセスします。

http://www.oracle.com/technology/software/

2. インストールする製品のダウンロード・ページにナビゲートします。

3. ダウンロード・ページで、各必須ファイルのサイズを合計して必要なディスク領域を識別
します。

ファイル・サイズは、ファイル名の隣に表示されます。

4. アーカイブ・ファイルの格納および展開用に、十分な空き領域のあるファイル・システム
を選択します。

ほとんどの場合は、使用可能ディスク領域として、すべてのアーカイブ・ファイルのサイ
ズ合計の 2 倍以上のディスク領域が必要です。

5. 手順 4 で選択したファイル・システム上で、OraCli10gなど、インストール・ディレクト
リを保持する親ディレクトリを製品ごとに作成します。
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6. 手順 5 で作成したディレクトリに、すべてのインストール・アーカイブ・ファイルをダウ
ンロードします。

7. ダウンロードしたファイルのサイズが、Oracle Technology Network 上の対応するファイ
ルと一致することを確認します。

インストール・ファイルの抽出インストール・ファイルの抽出インストール・ファイルの抽出インストール・ファイルの抽出
インストール・アーカイブ・ファイルを抽出する手順は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、ダウンロードしたインストール・アーカイブ・ファイルを含むディレクト
リに移動します。

2. 各ファイルを解凍するには、次のコマンドを入力します。

$ gunzip filename.cpio.gz

このコマンドにより、次のような名前のファイルが作成されます。

filename.cpio

3. インストール・ファイルを抽出するには、次のコマンドを入力します。

$ cpio -idcmv < filename.cpio

このコマンドでは、ファイルごとにサブディレクトリ Disknが作成されます。nは 1 また
はファイル名で識別されるディスク番号です。

必須インストール・ファイルをすべて抽出した後に、3-5 ページの「Oracle Client ソフトウェア
のインストール」を参照してください。

ハード・ディスクへのソフトウェアのコピーハード・ディスクへのソフトウェアのコピーハード・ディスクへのソフトウェアのコピーハード・ディスクへのソフトウェアのコピー
Oracle Client をインストールする前に、ソフトウェアをハード・ディスクにコピーできます。
これにより、インストール・プロセスの実行速度が若干向上します。 ディスクの内容をハード・
ディスクにコピーする前に、ディスクをマウントする必要があります。次の各項では、ディス
クをマウントし、ディスクの内容をハード・ディスクにコピーする方法を説明します。

ディスクのマウントディスクのマウントディスクのマウントディスクのマウント
ほとんどの Linux システムの場合は、ディスクをディスク・ドライブに挿入すると自動的にマ
ウントされます。 ディスクが自動的にマウントされない場合は、次の手順でマウントします。

1. ユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root

2. 必要な場合は、次のいずれかのコマンドを入力し、現在マウントされているディスクを取
り出し、ドライブから取り出します。

� Red Hat の場合

# eject /mnt/dvd

� SUSE の場合

# eject /media/dvd

この例では、/mnt/dvdおよび /media/dvdはディスク・ドライブのマウント・ポイン
ト・ディレクトリです。

注意注意注意注意 : cpioコマンドとともに使用する適切なオプションの詳細は、ダウ
ンロード・ページを参照してください。

一部のブラウザでは、ダウンロード中にファイルが解凍されますが、ファ
イル拡張子 .gzは残ります。この手順で正常に抽出できない場合は、ファ
イルから拡張子 .gzを削除して手順 3 を繰り返してください。
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3. 該当するディスクをディスク・ドライブに挿入します。

4. ディスクが自動的にマウントされたかどうかを確認するには、プラットフォームに応じて
次のいずれかのコマンドを入力します。

� Red Hat の場合

# ls /mnt/dvd

� SUSE の場合

# ls /media/dvd

5. このコマンドでディスクの内容が表示されない場合は、プラットフォームに応じて次のよ
うなコマンドを入力してマウントします。

� Red Hat の場合

# mount -t iso9660 /dev/dvd /mnt/dvd

� SUSE の場合

# mount -t iso9660 /dev/dvd /media/dvd

この例では、/mnt/dvdおよび /media/dvdはディスク・ドライブのマウント・ポイン
ト・ディレクトリです。

6. 「ディスクの場所」ダイアログ・ボックスが表示される場合は、次のようにディスク・マウ
ント・ポイント・ディレクトリのパスを入力します。

/mnt/dvd

操作を続けるには、次の該当する項に進んでください。

� ソフトウェアをハード・ディスクにコピーする方法は、3-4 ページの「ハード・ディスクへ
の Oracle Client ソフトウェアのコピー」を参照してください。

� ソフトウェアをディスクからインストールする方法は、3-5 ページの「Oracle Client ソフト
ウェアのインストール」を参照してください。

ハード・ディスクへのハード・ディスクへのハード・ディスクへのハード・ディスクへの Oracle Client ソフトウェアのコピーソフトウェアのコピーソフトウェアのコピーソフトウェアのコピー
システムに DVD ドライブが搭載されていない場合は、ソフトウェアをディスクから別のシス
テム上のファイル・システムにコピーしてから、NFS を使用してそのファイル・システムをマ
ウントするか、または FTP を使用してソフトウェアをインストールするシステムにファイルを
コピーできます。

ディスクの内容をハード・ディスクにコピーする手順は、次のとおりです。

1. ハード・ディスク上で、Oracle ソフトウェアを保持するディレクトリを作成します。

$ mkdir OraCl10g

2. 手順 1 で作成したディレクトリに移動します。

$ cd OraCl10g

注意注意注意注意 : 次のコマンドを実行する前に、/mnt/dvdおよび /media/dvd
ディレクトリが、それぞれ Red Hat および SUSE Linux に存在することを
確認してください。存在しない場合、必要に応じて /mnt/dvdおよび
/media/dvdディレクトリを作成し、DVD をマウントします。
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3. ディスクをマウントしていない場合は、マウントします。

一部のプラットフォームでは、ディスクをドライブに挿入すると自動的にマウントされま
す。ディスクが自動的にマウントされない場合は、プラットフォーム固有のマウント方法
について、3-3 ページの「ディスクのマウント」を参照してください。

4. 次のように入力して、マウント済ディスクの内容を対応する新規サブディレクトリにコ
ピーします。

$ cp -R /directory_path OraCl10g

この例では、/directory_pathはディスク・マウント・ポイント・ディレクトリ（Red 
Hat システムの /mnt/dvdまたは SUSE システムの /media/dvdなど）、または DVD 上
の client ディレクトリのパスです。マウント・ポイント・ディレクトリは /dvdです。

5. 必要に応じて、次のディスクをマウントし、手順 5 を繰り返します。

必要なすべてのディスクをコピーした後に、3-5 ページの「Oracle Client ソフトウェアのインス
トール」を参照してください。

Oracle Client ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール
この項では、Oracle ソフトウェアのインストール方法について説明します。

� インストールのガイドラインの確認

� Oracle Universal Installer の実行

インストールのガイドラインの確認インストールのガイドラインの確認インストールのガイドラインの確認インストールのガイドラインの確認
Oracle Universal Installer を起動する前に、次のガイドラインを参照します。

� Oracle Universal Installer

以前のリリースの Oracle 製品でこのリリースのコンポーネントをインストールする場合
は、Oracle Universal Installer を使用しないでください。

� クラスタへのインストール

システムに Oracle Clusterware と Oracle Real Application Clusters（RAC）がすでにイン
ストールされている場合は、Oracle Universal Installer の「ハードウェアのクラスタ・イン
ストール・モードの指定」画面が表示されます。この画面で「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」
を選択する必要があります。

� Oracle ソフトウェアの再インストール

Oracle Client がすでにインストールされている Oracle ホーム・ディレクトリに Oracle ソ
フトウェアを再インストールする場合は、開始する前に、すでにインストールされていた
コンポーネントもすべて再インストールする必要があります。
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Oracle Universal Installer の実行の実行の実行の実行
この項では、デフォルトの設定として基本インストールを説明します。 どのタイプのインス
トール・プロセスの場合でも、次のように Oracle Universal Installer を起動してソフトウェア
をインストールします。

1. ソフトウェアをディスクからインストールする場合は、1 枚目のディスクがマウントされ
ていなければマウントします。 

一部のプラットフォームでは、ディスクをドライブに挿入すると自動的にマウントされま
す。

ディスクが自動的にマウントされない場合は、プラットフォーム固有のマウント方法につ
いて、3-3 ページの「ディスクのマウント」を参照してください。

2. Oracle Universal Installer を起動するには、インストール・ファイルの場所によって、次の
手順のいずれかを実行します。

� インストール・ファイルがディスク上にある場合、次のようなコマンドを入力します。
directory_pathは DVD 上の client ディレクトリのパスです。

$ cd /tmp
$ /directory_path/runInstaller

� インストール・ファイルがハード・ディスク上にある場合、ディレクトリを client
ディレクトリに変更して、次のコマンドを入力します。

$ ./runInstaller

Oracle Universal Installer が表示されない場合は、C-2 ページの「X Window の表示エ
ラー」のトラブルシューティングを参照してください。

3. 次のガイドラインに従ってインストールを完了します。

� Oracle Universal Installer の各画面に表示される指示に従います。追加情報が必要な場
合は、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックします。

� root権限でスクリプトを実行するように求めるプロンプトが表示された場合は、
rootユーザーとしてログインしている端末で次のようなコマンドを入力し、「続行」「続行」「続行」「続行」
または「「「「OK」」」」をクリックします。

# /script_path/script_name

次の表に、「基本インストール」オプションを選択したときに表示される各種画面およ
び推奨されるアクションを示します。

4. 対話モードで Oracle Net コンフィギュレーション・アシスタント（NetCA）を実行するイ
ンストール・タイプを選択した場合は、ネットワーク構成の詳細情報を提供する必要があ
ります。

NetCA を非対話モードで使用する方法について追加情報が必要な場合は、いずれかの画面
で「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックします。

5. すべての構成ツールが完了した後、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックし、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして Oracle 
Universal Installer を終了します。

ソフトウェアのインストール後に完了する必要のある作業については、第 4 章を参照して
ください。

注意注意注意注意 : oracleユーザーとしてログインしているターミナル・セッションか
ら Oracle Universal Installer を起動し、ユーザーの環境を設定してください

（第 2 章を参照）。

注意注意注意注意 : デフォルト・インストールを選択した場合、NetCA は非対話モー
ドで実行されます。 
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インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業

この章では、ソフトウェアのインストール後にインストール後の作業を完了する方法について
説明します。 この章の内容は、次のとおりです。

� インストール後の必須作業

� インストール後の推奨作業

� インストール後の製品固有の必須作業

「インストール後の必須作業」で説明する作業は、必ず実行してください。どのインストール・
タイプの場合も、「インストール後の推奨作業」で説明する作業を実行することをお薦めしま
す。

「インストール後の製品固有の必須作業」で説明する製品のいずれかをインストールしており、
使用する予定の場合は、製品固有の項で説明する作業を実行する必要があります。

注意注意注意注意 : この章では、基本構成についてのみ説明します。 より詳細な構成お
よびチューニングの詳細は、『Oracle Database 管理者リファレンス』およ
び製品固有の管理およびチューニング・ガイドを参照してください。
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インストール後の必須作業インストール後の必須作業インストール後の必須作業インストール後の必須作業
インストールの完了後は、ここで説明する各作業を実行する必要があります。

� パッチのダウンロードとインストール

� Oracle Enterprise Manager Java Console の実行

� Oracle Enterprise Manager リポジトリのユーザーに対する追加権限の提供

� Instant Client の更新

� Instant Client での接続

パッチのダウンロードとインストールパッチのダウンロードとインストールパッチのダウンロードとインストールパッチのダウンロードとインストール
OracleMetalink の Web サイトで、インストールに必要なパッチを確認します。

必要なパッチをダウンロードする手順は、次のとおりです。

1. Web ブラウザを使用して、OracleMetalink の Web サイトにアクセスします。

http://metalink.oracle.com

2. OracleMetalink にログインします。

3. OracleMetalink のメイン・ページで「「「「Patches」」」」をクリックします。

4. 「「「「Simple Search」」」」を選択します。

5. 次の情報を指定して「実行」「実行」「実行」「実行」をクリックします。

� 「「「「Search By」」」」フィールドで、「Product」または「Family」を選択して「RDBMS 
Server」を指定します。

� 「リリース」「リリース」「リリース」「リリース」フィールドで現行のリリース番号を指定します。

� 「「「「Patch Type」」」」フィールドで「Patchset/Minipack」を指定します。

� 「「「「Platform or Language」」」」フィールドでプラットフォームを選択します。

注意注意注意注意 : パッチをダウンロードしても Instant Client を更新できません。 
Instant Client を更新するには、4-4 ページの「Instant Client の更新」の手順
を実行してください。

注意注意注意注意 : OracleMetalink に登録していない場合は、「「「「Register for 
MetaLink!」」」」をクリックし、表示される指示に従って登録してください。
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Oracle Enterprise Manager Java Console の実行の実行の実行の実行
Oracle Enterprise Manager の Database Control または Grid Control を使用して、Oracle 
Database 10g データベースを管理するのみでなく、Oracle Enterprise Manager の Java Console
を使用して、このリリースまたは以前のリリースのデータベースを管理できます。Java 
Console は、「管理者」インストール・タイプを選択するとインストールされます。

Java Console を起動する手順は、次のとおりです。

1. ORACLE_HOME 環境変数を設定し、Oracle Client をインストールした Oracle ホーム・
ディレクトリを指定します。

2. システムの共有ライブラリ・パス環境変数 LD_LIBRARY_PATHを、次の値に設定します。

$ORACLE_HOME/lib32:$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH

3. 次のコマンドを入力して Java Console を起動します。

$ $ORACLE_HOME/bin/oemapp console

Oracle Enterprise Manager リポジトリのユーザーに対する追加権限の提供リポジトリのユーザーに対する追加権限の提供リポジトリのユーザーに対する追加権限の提供リポジトリのユーザーに対する追加権限の提供
Oracle Enterprise Manager Java Console を使用してデータベースを管理している場合、リポジ
トリを作成してそのユーザーに次の権限を付与します。

CREATE CLUSTER
CREATE DATABASE LINK
CREATE SEQUENCE
ALTER SESSION
CREATE SYNONYM
CREATE TABLE
CREATE VIEW

リポジトリを作成して権限を付与するには、次の手順を実行します。

1. スタンドアロンの Java Console を起動します。

2. ナビゲーション・ツリー内のデータベース・ツリーをダブルクリックして、NORMALロー
ルを持ったユーザーとしてデータベースに接続します。

3. 「オブジェクト」メニューから「作成」「作成」「作成」「作成」を選択します。 

「作成」ウィンドウが表示されます。

4. 「作成」ウィンドウ内のデータベース・ノードを展開し、「ユーザー」「ユーザー」「ユーザー」「ユーザー」を選択します。 続い
て「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックします。 

「ユーザーの作成」プロパティ・シートが表示されます。

5. 「一般」ページで、ユーザーの名前とパスワードを入力し、デフォルト表領域として
OEM_REPOSITORY、一時表領域として TEMPを選択します。

注意注意注意注意 : 可能な場合は、Java Console ではなく Grid Control または
Database Control を使用することをお薦めします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Enterprise Manager Database Control へのログインの詳
細は、『Oracle Database インストレーション・ガイド』の第 5 章にある
Oracle Enterprise Manager Database Control へのログインに関する項を参照
してください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Java Console は、Oracle Database 
Client インストール・メディア上にあります。
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6. 「ロール」ページで、リポジトリ・ユーザーに CONNECTおよび SELECT_CATALOG_ROLE
権限を付与します。

7. 「システム権限」ページで、リポジトリ・ユーザーに次の権限を付与します。

CREATE TRIGGER
CREATE PROCEDURE
EXECUTE ANY PROCEDURE
CREATE TYPE
EXECUTE ANY TYPE
SELECT ANY TABLE
CREATE CLUSTER
CREATE DATABASE LINK
CREATE SEQUENCE
ALTER SESSION
CREATE SYNONYM
CREATE TABLE
CREATE VIEW

8. 「割当て制限」ページで、OEM_REPOSITORYおよび TEMPに「無制限」を指定します。

9. 「ユーザーの作成」プロパティ・シートで、「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックします。

Instant Client の更新の更新の更新の更新
Instant Client を更新する手順は、次のとおりです。

1. Oracle Technology Network（http://www.oracle.com/technology/index.html）
から Instant Client をダウンロードします。

2. ファイルを既存のディレクトリに格納する場合は、そのディレクトリが空であることを確
認します。

ファイルを別のディレクトリに格納（および以前のファイルを削除）する場合、必ず PATH
環境変数の設定を更新して新しい格納場所を反映させてください。

注意注意注意注意 : Instant Client または Instant Client Light を使用する上での制限事項
は、ここで opatchユーティリティを使用してパッチのアップグレードを実
行できないことです。これは、Instant Client をインストールしても、パッチ
のアップグレード・プロセスの実行に必要となるインベントリが作成されな
いためです。また、インベントリが存在しない場合、パッチの試行が不可能
になる前に中間パッチ・レポートがインストールされ、競合が検出されるこ
とを意味します。 
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Instant Client での接続での接続での接続での接続
「InstantClient」インストール・タイプをインストールした場合は、動的にリンクされるクライ
アント・アプリケーションからデータベースに接続できるように、ユーザーの環境を次の手順
で構成できます。

1. プラットフォームに対して適切な共有ライブラリ・パス環境変数を設定して、Instant 
Client ライブラリを含むディレクトリを指定します。「InstantClient」インストール・タイ
プの場合、このディレクトリはインストール時に指定した Oracle ホーム・ディレクトリで
す。次に例を示します。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1

必須の環境変数は LD_LIBRARY_PATHです。

2. 次のいずれかの方法で、クライアント・アプリケーションのデータベース接続情報を指定
します。

� 次の形式で SQL 接続 URL 文字列を指定します。

//host:port/service_name

� TNS_ADMIN 環境変数を設定し、tnsnames.oraファイルの名前と位置を指定しま
す。

� TNS_ADMIN 環境変数を設定して、TWO_TASK 環境変数を設定し、tnsnames.ora
ファイルからサービス名を指定します。

インストール後の推奨作業インストール後の推奨作業インストール後の推奨作業インストール後の推奨作業
インストールの完了後は、次のセクションで説明する各作業を実行することをお薦めします。

� Instant Client Light の構成

� root.sh スクリプトのバックアップの作成

� Instant Client または Instant Client Light の Oracle Database への接続

� ユーザー・アカウントの設定

� NLS_LANG 環境変数の設定

� クライアント静的ライブラリの生成

Instant Client Light の構成の構成の構成の構成
Instant Client をインストールすると、Instant Client ライブラリが ORACLE_HOMEディレクトリ
にインストールされ、Instant Client Light 固有のライブラリが ORACLE_HOME/lightディレク
トリにインストールされます。Instant Client Light を構成するには、
ORACLE_HOME/libociei.soファイルを ORACLE_HOME/light/libociicus.soファイル
に置き換える必要があります。 

ライブラリ・ファイルを置き換えた後、Instant Client 共有ライブラリ・ファイルの場所を指す
ように LD_LIBRARY_PATH環境変数を設定する必要があります。次に例を示します。

$ORACLE_HOME

注意注意注意注意 : ORACLE_HOME 環境変数を設定する必要はありません。
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インストール後の推奨作業
root.sh スクリプトのバックアップの作成スクリプトのバックアップの作成スクリプトのバックアップの作成スクリプトのバックアップの作成
インストールの完了後に、root.shスクリプトのバックアップを作成することをお薦めしま
す。他の製品を同じ Oracle ホーム・ディレクトリにインストールすると、Oracle Universal 
Installer により、インストール中に既存の root.shスクリプトの内容が更新されます。オリジ
ナルの root.shスクリプトに含まれていた情報が必要な場合は、バックアップの root.sh
ファイルからリカバリできます。

Instant Client またはまたはまたはまたは Instant Client Light のののの Oracle Database への接続への接続への接続への接続
Instant Client（Instant Client Light を含む）を Oracle Database に接続する前に、
LD_LIBRARY_PATH環境変数により、Instant Client ライブラリが格納されたディレクトリが指
定されていることを確認してください。このディレクトリは、インストール時に指定した
ORACLE_HOMEディレクトリです。 

たとえば、Instant Client または Instant Client Light（Instant Client Light を構成した場合）の
共有ライブラリは、次のディレクトリに格納されています。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1

LD_LIBRARY_PATH環境変数をチェックした後、次のいずれかの方法を使用して、クライアン
ト・アプリケーションに関する Oracle Database 接続情報を指定できます。

� 簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定

� tnsnames.ora ファイルの構成による接続の指定

� 空の接続文字列および LOCAL 環境変数を使用した接続の指定

簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定
Instant Client の tnsnames設定を構成することなく、クライアント・アプリケーションから直
接 Oracle Database に対する接続アドレスを指定できます。この方法は、tnsnames.oraファ
イルを作成および管理する必要がないという点で便利です。ただし、アプリケーション・ユー
ザーは、アプリケーションにログインするときにホスト名およびポート番号を指定する必要が
あります。

たとえば、クライアント・マシン上で SQL*Plus を実行しており、ホスト名が shobeen、ポート
番号が 1521 のサーバーに置かれた sales_us データベースに接続するとします。SQL*Plus をコ
マンドラインから起動する場合、次のようにログインできます。

Enter user-name: system@admin@//shobeen:1521/sales_us

同様に、アプリケーション・コードで Oracle Call Interface ネット・ネーミング・メソッドを使
用して、Instant Client と Oracle Database の接続を作成できます。たとえば、
OCIServerAttach()コール内の次の形式により、接続情報を指定します。

� 次の形式で SQL 接続 URL 文字列を指定します。

//host[:port][/service_name]

次に例を示します。

//shobeen:1521/sales_us

� あるいは、SQL 接続情報を Oracle Net キーワード値ペアとして指定できます。次に例を示
します。

"(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) (HOST=shobeen) (PORT=1521))
(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales_us)))"

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Call Interface Instant Client の使用方法の詳細は、『Oracle 
Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
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インストール後の推奨作業
tnsnames.ora ファイルの構成による接続の指定ファイルの構成による接続の指定ファイルの構成による接続の指定ファイルの構成による接続の指定
デフォルトでは、Instant Client をインストールする場合、Oracle Universal Installer では、サ
ンプルの tnsnames.oraファイルも、通常このファイルの作成に使用される Oracle Net コン
フィギュレーション・アシスタント・ユーティリティも含められません。ただし、ユーザーが
実際のホスト名およびポート番号を指定しなくてもすむようにするには、tnsnames.oraファ
イルを使用してクライアントと Oracle Database の接続を設定することを考慮します。

別の Oracle インストールからこのファイルをコピーして変更することによって、
tnsnames.oraファイルを手動で作成するか、または Oracle Net コンフィギュレーション・
アシスタントを使用して、このファイルを自動的に作成および管理できます。 

Oracle Net コンフィギュレーション・アシスタントをインストールする手順は、次のとおりで
す。

1. Oracle Universal Installer を実行します。

2. 「カスタム」「カスタム」「カスタム」「カスタム」インストール・タイプを選択します。

3. 「使用可能な製品コンポーネント」リストで、Oracle Network Utilities を選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」
をクリックします。

4. 「サマリー」画面で「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックしてから、「終了」「終了」「終了」「終了」および「はい」「はい」「はい」「はい」をク
リックして Oracle Universal Installer を終了します。 

各クライアント・コンピュータ上で、次のいずれかの設定を構成します。

� TNS_ADMIN環境変数を設定し、tnsnames.oraファイルの名前と位置を指定します。 

� tnsnames.oraファイルを $ORACLE_HOME/network/adminディレクトリに格納し、
ORACLE_HOME環境がこの Oracle ホームに設定されていることを確認します。 

空の接続文字列および空の接続文字列および空の接続文字列および空の接続文字列および LOCAL 環境変数を使用した接続の指定環境変数を使用した接続の指定環境変数を使用した接続の指定環境変数を使用した接続の指定
接続文字列を空の接続文字列（""）に設定してから、LOCAL環境変数を次のいずれかの値に設
定できます。

� 直接アドレス（4-6 ページの「簡易接続ネーミング・メソッドを使用した接続の指定」を参
照）。

� Oracle Net キーワード値ペア。

� tnsnames.oraエントリ。さらに、TNS_ADMINを tnsnames.oraの場所に設定します。

� tnsnames.oraエントリ。さらに、次のようにします。

– tnsnames.oraファイルを $ORACLE_HOME/network/adminに格納

– ORACLE_HOME環境変数をこの Oracle ホームに設定

この方法により、アプリケーションは、アプリケーション・コード自体が空の接続文字列を使
用する場合に、接続文字列を内部的に指定できます。空の接続文字列のメリットは、アプリ
ケーション自体が tnsnames.oraエントリを指定する必要がないという点です。かわりに、
ユーザーがアプリケーションを起動した場合、データベースの場所は、スクリプトまたは環境、
つまり LOCAL環境変数をどこに設定したかによって決定されます。空の文字列を使用するデメ
リットは、アプリケーションがデータベースに接続するためにこの追加情報を構成する必要が
あるという点です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Call Interface Instant Client 接続文字列の詳細は、『Oracle 
Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
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インストール後の製品固有の必須作業
ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定
ユーザー・アカウントの追加設定の詳細は、『Oracle Database 管理者リファレンス』を参照し
てください。

NLS_LANG 環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定
NLS_LANGは、Oracle ソフトウェアのロケール動作を指定する環境変数です。この変数によ
り、クライアント・アプリケーションおよびデータベース・サーバーで使用される言語および
地域が設定されます。 また、クライアントのキャラクタ・セットも設定されます。これは、
SQL*Plus などの Oracle クライアント・プログラムにより入力または表示されるデータのキャ
ラクタ・セットです。

クライアント静的ライブラリの生成クライアント静的ライブラリの生成クライアント静的ライブラリの生成クライアント静的ライブラリの生成
クライアント静的ライブラリ（libclntst10.a）は、インストール時には生成されません。
アプリケーションをクライアント静的ライブラリにリンクする場合は、最初に次の手順で生成
する必要があります。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

2. ORACLE_HOME 環境変数を設定して、Oracle Client のインストールに使用した Oracle
ホーム・ディレクトリを指定します。次に例を示します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1 
$ export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1

3. 次のコマンドを入力します。

$ $ORACLE_HOME/bin/genclntst

インストール後の製品固有の必須作業インストール後の製品固有の必須作業インストール後の製品固有の必須作業インストール後の製品固有の必須作業
ここでは、該当する製品をインストールして使用する場合に実行する必要のある、プラット
フォーム固有のインストール後の作業について説明します。

� Oracle Net Services の構成

� Oracle プリコンパイラの構成

� OCCI の構成

Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成
このシステムに以前のリリースの Oracle ソフトウェアがインストールされている場合、以前の
リリースの Oracle Net tnsnames.ora構成ファイルの情報を、対応する新しいリリースの
ファイルにコピーできます。

必要な場合は、追加データベース・インスタンスの接続情報を新規ファイルに追加することも
できます。

注意注意注意注意 : tnsnames.oraファイルのデフォルト位置は、
$ORACLE_HOME/network/admin/ディレクトリです。ただし、この
ファイル用に集中的な場所を使用することもできます。たとえば、/etc
などです。
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インストール後の製品固有の必須作業
Oracle プリコンパイラの構成プリコンパイラの構成プリコンパイラの構成プリコンパイラの構成
この項では、インストール後の Oracle プリコンパイラに関する作業について説明します。

Pro*C/C++ の構成の構成の構成の構成
PATH 環境変数の設定に、C コンパイラの実行可能ファイルを含むディレクトリが指定されて
いることを確認します。

表 4-1 に、デフォルト・ディレクトリおよび該当するコンパイラのパス設定確認コマンドを示
します。

Pro*FORTRAN の構成の構成の構成の構成
PATH 環境変数の設定に、FORTRAN コンパイラの実行可能ファイルを含むディレクトリが指
定されていることを確認します。パス設定を確認するには、which xlfコマンドを使用しま
す。FORTRAN 実行可能ファイルのパスは /usr/binです。

OCCI の構成の構成の構成の構成
Red Hat Enterprise Linux 3 では、2 セットの Oracle C++ Call Interface（OCCI）ライブラリが
このリリースとともにインストールされます。1 セットはリリース 2.96 の GNU C++ コンパイ
ラ、残りの 1 セットはリリース 3.2 の GNU C++ で使用します。ライブラリは次の位置にイン
ストールされます。

� Red Hat Enterprise Linux 3 でのみサポートされる GNU C++ リリース 2.96 で使用するライ
ブラリ :

$ORACLE_HOME/lib/libocci10_296.a
$ORACLE_HOME/lib/libocci10_296.so.10.1

� GNU C++ リリース 3.2 で使用するライブラリ :

$ORACLE_HOME/lib/libocci10.a
$ORACLE_HOME/lib/libocci10.so.10.1

� SUSE Linux Enterprise Server 9 でサポートされるGNU C++リリース 3.3 で使用するライブ
ラリ :

$ORACLE_HOME/lib/libocci10.a
$ORACLE_HOME/lib/libocci10.so.10.1

ライブラリはすべての Linux ディストリビューションでインストールされますが、一部のディ
ストリビューションではサポートされません。次の表に、各ディストリビューションでサポー
トされる GNU C++ バージョンを示します。

注意注意注意注意 : プリコンパイラ構成ファイルは、すべて
$ORACLE_HOME/precomp/adminディレクトリにあります。

表表表表 4-1 C/C++ コンパイラのディレクトリコンパイラのディレクトリコンパイラのディレクトリコンパイラのディレクトリ

パスパスパスパス コマンドコマンドコマンドコマンド

/usr/bin $ which gcc

/opt/intel_cce_80/bin/icc $ which icc

Linux ディストリビューションディストリビューションディストリビューションディストリビューション サポートされるサポートされるサポートされるサポートされる GNU C++ バージョンバージョンバージョンバージョン

Red Hat Enterprise Linux AS/ES 3 2.96 および 3.2

SUSE Linux Enterprise Server 9 3.3.3 ～ 43 のみ
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インストール後の製品固有の必須作業
ディストリビューションの該当するライブラリへの必要なシンボリック・リンクを
$ORACLE_HOME/libディレクトリに作成するには、ライブラリへのシンボリック・リンクを
作成するか、またはライブラリのバックアップを作成した後にライブラリを上書きする必要が
あります。たとえば、$ORACLE_HOME/lib/libocci10.aおよび
$ORACLE_HOME/lib/libocci10.so.10.1を削除した後に、次のコマンドを使用してライブ
ラリへのシンボリック・リンクを作成できます。

$ ln -s  $ORACLE_HOME/lib/libocci10_296.a $ORACLE_HOME/lib/libocci10.a
$ ln -s  $ORACLE_HOME/lib/libocci10_296.so.10.1 $ORACLE_HOME/lib/libocci10.so.10.1

注意注意注意注意 : $ORACLE_HOME/bin/genoccishを実行した場合、デフォルト
で libocci.so.10.1ライブラリが再生成されます。 gcc 2.96 OCCI ライ
ブラリへのシンボリック・リンクをデフォルト名に変更したり作成してい
ない場合に、gcc2.96 OCCI 共有オブジェクトを再生成するには、
$ORACLE_HOME/bin/genoccishを実行する前に、BUILD_CCC296環境
変数を 1 に設定する必要があります。これにより、
libocci10_296.so.10.1ライブラリが再生成されます。
4-10 Oracle Database Client インストレーション・ガイド



Oracle ソフトウェアの
5

Oracle ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除

この章では、Oracle ホーム・ディレクトリからすべてのソフトウェアを完全に削除する方法に
ついて説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 製品を個別に削除する場合は、その製品固有のマニュアルを参照
して要件と制限事項を確認してください。
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Oracle ソフトウェアの削除
Oracle ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除
Oracle Universal Installer を使用して Oracle ホームから Oracle ソフトウェアを削除する手順
は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、oracleユーザーとしてログインします。

$ su - oracle

2. ORACLE_HOME 環境変数を設定し、削除する Oracle ホーム・ディレクトリのパスを指定
します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1 
$ export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

$ setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1

3. 次のように入力して Oracle Universal Installer を起動します。

$ $ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller

4. 「ようこそ」ウィンドウで「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」をクリックします。

「インベントリ」画面が表示され、システム上の Oracle ホームがすべて表示されます。

5. 「インベントリ」画面で、削除する Oracle ホームと製品を選択して「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックし
ます。

製品および依存コンポーネントの削除を確認する確認ウィンドウが表示されます。

6. 「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

ソフトウェアの削除中には処理の進捗を示すインジケータが表示されます。

7. 「インベントリ」画面上で「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

8. 製品が削除された後、「取消」「取消」「取消」「取消」をクリックして Oracle Universal Installer を終了してから
「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアの削除には、必ず Oracle Universal Installer
を使用します。Oracle Universal Installer を使用して先にソフトウェアを
削除してから、Oracle ホーム・ディレクトリを削除してください。
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レスポンス・ファイルを使用した Oracle D
A

レスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用した
Oracle Database のインストールのインストールのインストールのインストール

および構成および構成および構成および構成

この付録では、レスポンス・ファイルを使用して Oracle 製品をインストールおよび構成する方
法について説明します。 この付録の内容は、次のとおりです。

� レスポンス・ファイルの働き

� レスポンス・ファイルの準備

� レスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行
atabase のインストールおよび構成 A-1



レスポンス・ファイルの働き
レスポンス・ファイルの働きレスポンス・ファイルの働きレスポンス・ファイルの働きレスポンス・ファイルの働き
Oracle Universal Installer の起動時にレスポンス・ファイルを指定すると、Oracle ソフトウェ
アのインストールおよび構成をすべてまたは一部自動化できます。Oracle Universal Installer で
は、一部またはすべてのプロンプトに対する応答にレスポンス・ファイル内の値が使用されま
す。

通常、Oracle Universal Installer は対話モードで実行されます。つまり、グラフィカル・ユー
ザー・インタフェース（GUI）画面で情報の入力を要求されます。 この情報を提供するためにレ
スポンス・ファイルを使用するときは、次のいずれかのモードを使用してコマンド・プロンプ
トで Oracle Universal Installer を実行します。

� サイレント・モード

すべてのプロンプトに対する応答をレスポンス・ファイルに組み込んで、Oracle Universal 
Installer の起動時に -silentオプションを指定すると、Oracle Universal Installer はサイ
レント・モードで実行されます。サイレント・モードのインストール中、Oracle Universal 
Installer では画面は表示されませんが、起動に使用した端末の進捗情報が表示されます。 

� 非対話（または抑制）モード

一部またはすべてのプロンプトに対する応答をレスポンス・ファイルに組み込んで、
-silentオプションを省略すると、Oracle Universal Installer は抑制モードで実行されま
す。抑制モードのインストール中、Oracle Universal Installer では、すべての必須情報を指
定しなかった画面のみが表示されます。レスポンス・ファイルまたはコマンドライン・オ
プションで変数を使用して、「ようこそ」画面や「サマリー」画面など、情報を入力しない
その他のインストーラ画面を非表示にすることもできます。

サイレントまたは非対話型インストール用の設定は、リストされた変数の値をレスポンス・
ファイルに入力することで定義します。 たとえば Oracle ホーム名を指定するには、次の例に示
されているように ORACLE_HOME_NAME変数に適切な値を指定します。 

ORACLE_HOME_NAME="OraDBHome1"

レスポンス・ファイルの変数設定を指定するもうひとつの方法は、Oracle Universal Installer を
実行するときにコマンドライン引数として渡す方法です。次に例を示します。

$ /directory_path/runInstaller -silent "ORACLE_HOME_NAME=OraDBHome1" ...

このコマンドで、directory_pathは、DVD 上の clientディレクトリのパスまたはハー
ド・ドライブの Disk1ディレクトリのパスです。

この方法は、パスワードなどの機密情報をレスポンス・ファイル内に組み込まないようにする
場合に特に便利です。次に例を示します。

$ /directory_path/runInstaller -silent "s_dlgRBOPassword=binks342" ...

変数およびその設定は必ず引用符で囲んでください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レスポンス・ファイルの書式の詳細は、『Oracle Universal 
Installer Concepts Guide』を参照してください。
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レスポンス・ファイルの働き
サイレント・モードまたは非対話モードを使用する理由サイレント・モードまたは非対話モードを使用する理由サイレント・モードまたは非対話モードを使用する理由サイレント・モードまたは非対話モードを使用する理由
次の表に、Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで実行するいくつ
かの理由を示します。

レスポンス・ファイルの一般的な使用手順レスポンス・ファイルの一般的な使用手順レスポンス・ファイルの一般的な使用手順レスポンス・ファイルの一般的な使用手順
Oracle Universal Installer をサイレントまたは抑制モードで使用して Oracle 製品をインストー
ルおよび構成する手順は、次のとおりです。

1. レスポンス・ファイルを準備します。

2. Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで実行します。

ここでは、各手順について説明します。

モードモードモードモード 使用する場合使用する場合使用する場合使用する場合

サイレント 次の場合はサイレント・モードを使用します。

� アンアテンド・インストールを実行する場合（atなどのオペレーティン

グ・システム・ユーティリティを使用してスケジュール）

� ユーザーとの対話なしで複数のシステムに同様のインストールを複数実行
する場合

� X Window System ソフトウェアがインストールされていないシステムにソ

フトウェアをインストールする場合

Oracle Universal Installer には、起動に使用した端末の進捗情報が表示されます

が、Oracle Universal Installer 画面は表示されません。

抑制（非対話） 複数のシステムに同じ Oracle ソフトウェアをインストールして、すべての

Oracle Universal Installer プロンプトではなく一部にのみデフォルトの応答を指

定する場合、抑制モードを使用します。

特定のインストーラ画面に必要な情報をレスポンス・ファイルに指定しないと、
Oracle Universal Installer ではその画面が表示されます。必要な情報をすべて指

定した画面は表示されません。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで
実行する前に、システムでインストール前に必要な作業をすべて完了してお
く必要があります。
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レスポンス・ファイルの準備
レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備
この項では、サイレント・モードまたは抑制モードのインストール時に使用するレスポンス・
ファイルを準備する方法について説明します。

� レスポンス・ファイル・テンプレートの編集

� レスポンス・ファイルの記録

レスポンス・ファイル・テンプレートの編集レスポンス・ファイル・テンプレートの編集レスポンス・ファイル・テンプレートの編集レスポンス・ファイル・テンプレートの編集
この方法は、「InstantClient」、「管理者」または「ランタイム」インストール・タイプの場合に
使用すると便利です。

Oracle には、製品、インストール・タイプおよび構成ツールごとに、レスポンス・ファイルの
テンプレートが用意されています。 これらのファイルは、インストール・メディアの
client/responseディレクトリにあります。

表 A-1 に、Oracle Client で提供されるレスポンス・ファイルを示します。

レスポンス・ファイルをコピーして変更する手順は、次のとおりです。

1. レスポンス・ファイル・ディレクトリからシステム上のディレクトリに、レスポンス・
ファイルをコピーします。

$ cp /directory_path/response/response_file.rsp local_directory

この例で、directory_pathはインストール・メディア上の clientディレクトリへの
パスです。 ソフトウェアをハード・ドライブにコピーした場合は、responseディレクト
リにあるファイルを必要に応じて編集できます。

2. テキスト・エディタでレスポンス・ファイルを開きます。

$ vi /local_dir/response_file.rsp

Oracle Database インストールに固有の設定を編集するほかに、FROM_LOCATIONパスが正
しいことと、インストール・メディアの stageディレクトリにある products.xmlファ
イルを指していることを確認します。 この変数を、たとえば次のように絶対パスを指すよ
うに設定することもできます。

FROM_LOCATION="/directory_path/stage/products.xml"

パスワードなどの機密情報を、レスポンス・ファイル内ではなくコマンドラインで指定で
きることを覚えておいてください。この方法は、A-2 ページの「レスポンス・ファイルの
働き」で説明されています。

注意注意注意注意 : ソフトウェアをハード・ディスクにコピーした場合、レスポンス・
ファイルは Disk1/responseディレクトリにあります。

表表表表 A-1 レスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイル

レスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイル 説明説明説明説明

instantClient.rsp Oracle Client の「InstantClient」インストール

clientadmin.rsp Oracle Client の「管理者」インストール

clientruntime.rsp Oracle Client の「ランタイム」インストール

clientcustom.rsp Oracle Client の「カスタム」インストール

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レスポンス・ファイル作成の詳細は、『Oracle Universal Installer
および Opatch ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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レスポンス・ファイルの準備
3. ファイル内の指示に従ってファイルを編集します。

レスポンス・ファイルの記録レスポンス・ファイルの記録レスポンス・ファイルの記録レスポンス・ファイルの記録
Oracle Universal Installer を対話モードで使用すると、編集可能なレスポンス・ファイルを記録
して、サイレント・モードまたは抑制モードのインストールに使用できます。 この方法は、カ
スタム・インストールまたはソフトウェアのみのインストールの場合に使用すると便利です。

レスポンス・ファイルの記録中、Oracle Universal Installer がソフトウェアをシステムにコピー
する前であれば、インストールを完了したり、「サマリー」ページで Oracle Universal Installer
を終了することができます。

非対話モードのインストール中に記録モードを使用した場合、Oracle Universal Installer により
元のソース・レスポンス・ファイルに指定されていた変数値が新しいレスポンス・ファイル内
に記録されます。 

レスポンス・ファイルを記録する手順は、次のとおりです。

1. 第 2 章に示したインストール前の作業を完了します。

レスポンス・ファイルを記録するために Oracle Universal Installer を起動すると、システ
ムをチェックして、ソフトウェアをインストールするための要件を満たしているかどうか
が検証されます。このため、必要なインストール前の作業をすべて完了してから、インス
トールの実行中にレスポンス・ファイルを記録することをお薦めします。

2. システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、前の項の説明に従っ
て、oraInst.locファイルを作成します。

3. Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通常は oracle）に、Oracle Universal Installer の実
行時に指定する Oracle ホーム・パスの作成または書込み権限があることを確認します。

4. レスポンス・ファイルを記録するには、次のようなコマンドを入力して Oracle Universal 
Installer を起動します。

$ /directory_path/runInstaller -record -destinationFile response_filename

各項目の意味は次のとおりです。

� directory_pathは、DVD 上の clientディレクトリのパスまたはハード・ドライ
ブの Disk1ディレクトリのパスです。

� -recordパラメータは、入力する応答をレスポンス・ファイルに記録するように指定
します。

� response_filenameは、記録するレスポンス・ファイルのフルパスとファイル名で
す。

5. Oracle Universal Installer の各画面で、必要な情報を指定します。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成しないと、Oracle Universal 
Installer またはコンフィギュレーション・アシスタントは失敗します。失
敗したサイレント・モード・インストールのトラブルシューティングの詳
細は、C-5 ページの「サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエ
ラー処理」を参照してください。

注意注意注意注意 : 「基本インストール」方法を使用したインストール時は、記録モード
を使用してレスポンス・ファイルを作成することはできません。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルへの相対パスを指定しないでください。相
対パスを指定すると、Oracle Universal Installer が正常に動作しません。
レスポンス・ファイルを使用した Oracle Database のインストールおよび構成 A-5



レスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行
6. Oracle Universal Installer で「サマリー」画面が表示された後に、次のいずれかを実行しま
す。

� 「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックしてレスポンス・ファイルを作成してから、インストール
を続行します。

� 「取消」「取消」「取消」「取消」、「はい」「はい」「はい」「はい」の順にクリックしてレスポンス・ファイルを作成し、ソフトウェアを
インストールせずに Oracle Universal Installer を終了します。

レスポンス・ファイルは、-destinationFileオプションを使用して指定した場所に保
存されます。

7. インストールを完了しない場合は、「ファイルの場所の指定」画面で指定したパスを使用し
て Oracle Universal Installer が作成した Oracle ホーム・ディレクトリを削除します。

8. 記録したレスポンス・ファイルを別のシステムで使用する前に、ファイルを編集して必要
な変更を加えます。

ファイルを編集するときに、参考としてファイル内の指示を使用します。

レスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行の実行の実行の実行
これで、作成したレスポンス・ファイルを指定して Oracle Universal Installer をコマンドライ
ンで実行しインストールを実行することができます。 Oracle Universal Installer 実行可能ファイ
ル runInstallerには、いくつかオプションが提供されています。 これらのオプションのヘル
プ情報が必要な場合は、たとえば次のように -helpオプションを付けて setup.exeを実行し
ます。

$ directory_path/runInstaller -help

しばらくすると、ヘルプ情報がウィンドウ内に表示されます。 

レスポンス・ファイルを使用して Oracle Universal Installer を実行する手順は、次のとおりで
す。

1. 第 2 章に示したインストール前の作業を完了します。

2. Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通常は oracle）としてログインします。

3. 抑制モードでインストールを実行する場合、DISPLAY環境変数を設定します。

4. Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで起動するには、次のよ
うなコマンドを入力します。

$ /directory_path/runInstaller [-silent] [-noconfig] -responseFile 
responsefilename

各項目の意味は次のとおりです。

� directory_pathは、DVD 上の clientディレクトリのパスまたはハード・ドライ
ブの Disk1ディレクトリのパスです。

� -silentは、Oracle Universal Installer をサイレント・モードで実行することを示し
ます。

注意注意注意注意 : サイレント・モードでインストールを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定する必要はありません。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルへの相対パスを指定しないでください。相
対パスを指定すると、Oracle Universal Installer が正常に動作しません。
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レスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行
� -noconfigでは、インストール時のコンフィギュレーション・アシスタントの実行が
抑制され、かわりにソフトウェアのみのインストールが実行されます。

� responsefilenameは、構成したインストール・レスポンス・ファイルのフルパス
とファイル名です。

5. インストールが完了したら、rootユーザーとしてログインし、root.shスクリプトを実
行します。

$ su
# /oracle_home_path/root.sh

注意注意注意注意 : runInstallerコマンドのその他のオプションの詳細は、次のコマ
ンドを入力してください。

$ /directory_path/runInstaller -help
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Oracle Database グローバリゼ
B

Oracle Database グローバリゼーション・グローバリゼーション・グローバリゼーション・グローバリゼーション・

サポートの構成サポートの構成サポートの構成サポートの構成

この付録では、グローバリゼーション・サポートに関する次のトピックについて説明します。

� NLS_LANG 環境変数について

� 様々な言語での Oracle Universal Installer の実行
ーション・サポートの構成 B-1



NLS_LANG 環境変数について
NLS_LANG 環境変数について環境変数について環境変数について環境変数について
Oracle が提供するグローバリゼーション・サポートにより、ユーザーは希望のロケールおよび
キャラクタ・セット設定でデータベースと対話できます。NLS_LANG環境変数を設定すること
で、Oracle ソフトウェアのロケール動作を指定できます。この変数により、クライアント・ア
プリケーションおよびデータベース・サーバーで使用される言語および地域が設定されます。
また、SQL*Plus などのクライアント・プログラムによりデータを入力および表示するための
キャラクタ・セットも設定されます。

NLS_LANG環境変数では、次の書式が使用されます。

NLS_LANG=language_territory.characterset

項目の説明

NLS_LANG環境変数は、すべての UNIX ベース・プラットフォームでシェルに対するローカル
環境変数として設定されます。たとえば、オペレーティング・システムのロケール設定が en_
US.UTF-8である場合、対応する NLS_LANG環境変数は AMERICAN_AMERICA.AL32UTF8に
設定される必要があります。

次の表に、NLS_LANG環境変数の有効な値の一部を示します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

language Oracle メッセージ、ソート、曜日名および月名の表示に使用される言

語を指定します。

territory デフォルトの日付、金額および数値の書式に関する表記規則を指定し
ます。

characterset クライアント・アプリケーションで使用されるエンコーディングを指
定します（通常は、ユーザーの端末またはオペレーティング・システ
ムのキャラクタ・セットに対応する Oracle キャラクタ・セット）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : NLS_LANGパラメータおよびグローバリゼーション・サポート初
期化パラメータの詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポー
ト・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : オペレーティング・システムのロケール環境設定の決定方法は、
オペレーティング・システム固有のマニュアルを参照してください。

オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・
システムのロケールシステムのロケールシステムのロケールシステムのロケール NLS_LANG の値の値の値の値

フランス語（フランス） FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P15、FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P1、
FRENCH_FRANCE.WE8MSWIN1252、FRENCH_FRANCE.AL32UTF8

日本語（日本） JAPANESE_JAPAN.JA16EUC、JAPANESE_JAPAN.JA16SJIS、
JAPANESE_JAPAN.AL32UTF8
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様々な言語での Oracle Universal Installer の実行
様々な言語での様々な言語での様々な言語での様々な言語での Oracle Universal Installer の実行の実行の実行の実行
デフォルトでは、Oracle Universal Installer はオペレーティング・システムの選択済言語で動作
します。Oracle Universal Installer は、次の言語でも実行できます。

� ポルトガル語（ブラジル）

� ドイツ語

� 日本語

� 簡体字中国語

� 繁体字中国語

� フランス語

� イタリア語

� 韓国語

� スペイン語

Oracle Universal Installer を別の言語で実行するには、次のいずれかの方法を使用します。

� Oracle Universal Installer を実行する前に、オペレーティング・システムで使用されている
言語を変更します。オペレーティング・システムで使用されている言語を変更するには、

「ログイン」画面で「言語」「言語」「言語」「言語」をクリックし、リストから必要な言語を選択します。

� Oracle Universal Installer をシェル・プロンプトから別の言語で実行するには、Disk1 ディ
レクトリ（または runInstaller ファイルが含まれるディレクトリ）に変更した後、次のよ
うなコマンドを使用します。

# LANG=language_territory.characterset ./runInstaller

たとえば、Oracle Universal Installer をドイツ語で実行するには、次のコマンドを使用しま
す。

# LANG=de_DE.UTF-8 ./runInstaller

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Universal Installer の様々な言語での実行方法は、『Oracle 
Universal Installer Concepts Guide』を参照してください。
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トラブルシューティ
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トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録では、トラブルシューティングについて説明します。 この付録の内容は、次のとおり
です。

� 要件の確認

� X Window の表示エラー

� インストール・エラーが発生した場合の操作

� インストール・セッションのログの確認

� コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング

� サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理

� インストール失敗後のクリーン・アップ
ング C-1



要件の確認
要件の確認要件の確認要件の確認要件の確認
この付録に示すトラブルシューティング手順を実行する前に、システムが要件を満たしている
こと、および第 2 章に示したインストール前の作業をすべて完了していることを確認してくだ
さい。

リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照

製品をインストールする前に、その製品のリリース・ノートを参照してください。リリース・
ノートは、Oracle Database 10g のディスクに収録されています。最新バージョンのリリース・
ノートは、次の Oracle Technology Network の Web サイトからも入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/

X Window の表示エラーの表示エラーの表示エラーの表示エラー
Oracle Universal Installer をリモート・システム上で実行しており、Oracle Universal Installer
のユーザー・インタフェースをローカル・システム上で表示すると、次のようなエラー・メッ
セージが表示される場合があります。

"Failed to connect to server"
"Connection refused by server"
"Can't open display"

これらのエラー・メッセージの 1 つが表示された場合は、次の手順を実行してください。

1. ローカル端末ウィンドウで、X Window セッションを開始したユーザーとしてログインし
ます。

2. 次のコマンドを入力します。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

次に例を示します。

$ xhost somehost.us.acme.com

3. 次のコマンドを入力します。workstation_nameはワークステーションのホスト名また
は IP アドレスです。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ DISPLAY=workstation_name:0.0
$ export DISPLAY

� C シェルの場合

% setenv DISPLAY workstation_name:0.0

4. X Window アプリケーションがローカル・システム上で正しく表示されるかどうかを判断
するには、次のコマンドを入力します。

$ xclock

モニターに xclock が表示されます。

5. xclock が表示される場合は、xclock を終了して Oracle Universal Installer を再起動します。

注意注意注意注意 : この手順が該当するのは、UNIX ワークステーションのユーザー
のみです。X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC や他
のシステムを使用する場合は、X サーバーのドキュメントを参照し、リ
モート・システムでローカル・システム上の X アプリケーションを表示で
きるようにする方法を確認してください。
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インストール・セッションのログの確認
インストール・エラーが発生した場合の操作インストール・エラーが発生した場合の操作インストール・エラーが発生した場合の操作インストール・エラーが発生した場合の操作
インストール中にエラーが発生した場合は、次のように操作してください。

� Oracle Universal Installer を終了しないでください。

� インストール画面の 1 つに間違った情報を入力して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックした場合は、「戻「戻「戻「戻
る」る」る」る」をクリックして元の画面に戻り、情報を訂正します。

� Oracle Universal Installer によりファイルのコピーまたはリンク中にエラーが発生した場合
は、C-3 ページの「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

� コンフィギュレーション・アシスタントの実行中にエラーが発生した場合は、C-4 ページ
の「コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング」を参照してくだ
さい。

� 問題を解決できない場合は、C-5 ページの「インストール失敗後のクリーン・アップ」に
示す手順に従って、失敗したインストールの内容を削除してください。

インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認
インストール中には、Oracle Universal Installer により実行されるすべてのアクションがログ・
ファイルに記録されます。インストール中にエラーが発生した場合は、問題の原因と考えられ
る情報をログ・ファイルで確認してください。

ログ・ファイルを表示する手順は、次のとおりです。

1. 必要に応じて、次のコマンドを入力して oraInventoryディレクトリの位置を判別しま
す。

$ cat /etc/oraInst.loc

oraInventoryディレクトリの位置は、このファイルの inventory_locパラメータに
指定されています。

2. 次のコマンドを入力して、Oracle Universal Installer のログ・ファイル・ディレクトリに移
動します。orainventory_locationは oraInventoryディレクトリの位置です。

$ cd /orainventory_location/logs

3. 次のコマンドを入力して、ログ・ファイル名を判別します。

$ ls -ltr

このコマンドによりファイル・リストが作成順に表示され、最新のファイルが最後に表示
されます。インストーラのログ・ファイル名は次のような名前となり、date_timeはイン
ストールの開始日時を示します。

installActionsdate_time.log

4. ログ・ファイル内で、エラーに関する情報があると思われる最新項目を表示するには、次
のようなコマンドを入力します。

$ tail -50 installActionsdate_time.log | more

このコマンドでは、ログ・ファイルの最後の 50 行が表示されます。

5. Oracle Universal Installer により表示されるエラーまたはログ・ファイルにリストされるエ
ラーが再リンクの問題を示している場合は、次のファイルで詳細を確認してください。

$ORACLE_HOME/install/make.log
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コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング
コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティングコンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティングコンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティングコンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング
コンフィギュレーション・アシスタントの実行中に発生したインストール・エラーのトラブル
シューティング方法は、次のとおりです。

� C-3 ページの「インストール・セッションのログの確認」に示したインストール・ログ・
ファイルを確認します。

� $ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリにある特定のコンフィギュレーション・アシ
スタントのログ・ファイルを確認します。エラーの原因となった問題を修正します。

� 「Fatal Error.Reinstall」というメッセージが表示される場合は、ログ・ファイルを確認して
その問題の原因を調べます。手順の詳細は、C-4 ページの「致命的エラー」を参照してく
ださい。

コンフィギュレーション・アシスタントの障害コンフィギュレーション・アシスタントの障害コンフィギュレーション・アシスタントの障害コンフィギュレーション・アシスタントの障害
Oracle Configuration Assistant 障害は、インストール画面の最下部に表示されます。追加情報
がある場合は、コンフィギュレーション・アシスタントのインタフェースに表示されます。コ
ンフィギュレーション・アシスタントの実行ステータスは、次のファイルに格納されます。

oraInventory_location/logs/installActionsdate_time.log

次の表に、実行ステータス・コードを示します。

致命的エラー致命的エラー致命的エラー致命的エラー
コンフィギュレーション・アシスタントの実行中に致命的エラーを受け取った場合は、次の手
順で現行のインストールを削除し、Oracle ソフトウェアを再インストールする必要があります。

1. C-5 ページの「インストール失敗後のクリーン・アップ」の説明に従って、失敗したイン
ストールの内容を削除します。

2. 致命的エラーの原因を修正します。

3. Oracle ソフトウェアを再インストールします。

ステータスステータスステータスステータス 結果コード結果コード結果コード結果コード

コンフィギュレーション・アシスタントの正常終了 0

コンフィギュレーション・アシスタントの異常終了 1

コンフィギュレーション・アシスタントを取消済 -1
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インストール失敗後のクリーン・アップ
サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理
サイレント・モードでのインストールが正常に実行されたかどうかを判断するには、次のロ
グ・ファイルを調べます。

/oraInventory_location/logs/silentInstalldate_time.log

必要な場合は、前項を参照して oraInventoryディレクトリの位置を判別してください。

サイレント・インストールは、次の場合に失敗します。

� レスポンス・ファイルを指定していない場合

� 不正または不完全なレスポンス・ファイルを指定している場合

たとえば、よくあるのは、製品固有データはすべて正しく指定されているがステージング
領域の位置が不正という問題です。 このような場合、FROM_LOCATION変数を調べて、イ
ンストール・メディアの products.xmlファイルを指していることを確認します。 インス
トール・メディアでは、この products.xmlは response/stageにあります。

� Oracle Universal Installer にディスク領域不足などのエラーが発生した場合

Oracle Universal Installer またはコンフィギュレーション・アシスタントは、実行時にレスポン
ス・ファイルの妥当性を検査します。妥当性検査が失敗すると、サイレント・モードでのイン
ストールまたは構成プロセスは終了します。コンテキスト、フォーマットまたはタイプが不正
な場合、そのパラメータ値は、ファイルに指定されていないものとみなされます。

インストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップ
インストールが失敗した場合は、インストール中に作成されたファイルを削除し、Oracle ホー
ム・ディレクトリを削除する必要があります。ファイルを削除する手順は、次のとおりです。

1. 3-5 ページの「Oracle Client ソフトウェアのインストール」の説明に従って Oracle 
Universal Installer を起動します。

2. 「ようこそ」ウィンドウで「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」をクリックするか、インストーラのいずれかの
ウィンドウで「インストールされた製品」「インストールされた製品」「インストールされた製品」「インストールされた製品」をクリックします。 

「インベントリ」ウィンドウが表示され、インストールされている製品の一覧が表示されま
す。

3. 削除する製品を含む Oracle ホームを選択して「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。

4. 失敗したインストール時に作成された Oracle ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

5. Oracle ソフトウェアを再インストールします。
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インストール失敗後のクリーン・アップ
C-6 Oracle Database Client インストレーション・ガイド



インストールに関するよくある
D

インストールに関するよくある質問インストールに関するよくある質問インストールに関するよくある質問インストールに関するよくある質問

次のガイドラインに従って、Oracle Database コンポーネントのインストール方法を決定しま
す。

� Oracle Database または Oracle Database Client のインストール

� Oracle Database ツールのインストール

� Oracle Database および Oracle アプリケーションのインストール

� Oracle Database 異機種間接続性ツール（ゲートウェイ）のインストール
質問 D-1



Oracle Database または Oracle Database Client のインストール
Oracle Database またはまたはまたはまたは Oracle Database Client のインストールのインストールのインストールのインストール
� 必要な Oracle Database インスタンスは 1 つのみです。あるいは、製品に慣れるためにテス

ト・データベースのみをインストールします。 この状況で Oracle Database をインストール
するにはどうすればよいでしょうか。

� トランザクション量が非常に多いアプリケーションまたはデータ・ウェアハウス・アプリ
ケーションを処理できる Oracle データベースを作成するにはどうすればよいでしょうか。

� 複数の Oracle データベースをインストールする最もよい方法は何でしょうか。

� Oracle データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいでしょうか。

� クライアント・ノードのディスク領域に制限がある場合に Oracle Database Client をインス
トールする最もよい方法は何でしょうか。

� Oracle Database をアップグレードするにはどうすればよいでしょうか。

� サイトのコンピュータは、クラスタとして動作するよう構成されています。Oracle 
Database をどのようにインストールすればよいでしょうか。

� Oracle 以外のデータベースを Oracle Database に移行するにはどうすればよいでしょうか。

必要な必要な必要な必要な Oracle Database インスタンスはインスタンスはインスタンスはインスタンスは 1 つのみです。あるいは、製品に慣れるためにテスつのみです。あるいは、製品に慣れるためにテスつのみです。あるいは、製品に慣れるためにテスつのみです。あるいは、製品に慣れるためにテス
ト・データベースのみをインストールします。ト・データベースのみをインストールします。ト・データベースのみをインストールします。ト・データベースのみをインストールします。 この状況でこの状況でこの状況でこの状況で Oracle Database をインストールすをインストールすをインストールすをインストールす
るにはどうすればよいでしょうか。るにはどうすればよいでしょうか。るにはどうすればよいでしょうか。るにはどうすればよいでしょうか。

� デフォルトのインストール設定を使用してクイック・インストールを実行する場合、
『Oracle Database クイック・インストレーション・ガイド』を参照してください。

� サイトに特別な要件がある場合、『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照
してください。

トランザクション量が非常に多いアプリケーションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケートランザクション量が非常に多いアプリケーションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケートランザクション量が非常に多いアプリケーションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケートランザクション量が非常に多いアプリケーションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケー
ションを処理できるションを処理できるションを処理できるションを処理できる Oracle データベースを作成するにはどうすればよいでしょうか。データベースを作成するにはどうすればよいでしょうか。データベースを作成するにはどうすればよいでしょうか。データベースを作成するにはどうすればよいでしょうか。

トランザクション量が非常に多いアプリケーションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケー
ション用に設計された初期データベースを作成する場合、『Oracle Database インストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。「拡張インストール」方法を選択してから、「データベース
構成の選択」画面で必要なデータベース・タイプを選択します。 

あるいは、Oracle Database のインストール時に Oracle OLAP をインストールできます。
Oracle OLAP は、OLAP 要件を満たす必要があるデータベース環境に対して最適なサポートを
提供します。そのためには、「拡張インストール」、「カスタム」の順で選択し、「使用可能な製
品コンポーネント」画面で「Oracle OLAP」を選択します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インストール後は、『Oracle データ・ウェアハウス・ガイド』を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle OLAP アプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle OLAP リファレンス』

� 『Oracle OLAP DML リファレンス』

� 『Oracle OLAP Java API Reference』

� 『Oracle OLAP Analytic Workspace Java API Reference』
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Oracle Database または Oracle Database Client のインストール
複数の複数の複数の複数の Oracle データベースをインストールする最もよい方法は何でしょうか。データベースをインストールする最もよい方法は何でしょうか。データベースをインストールする最もよい方法は何でしょうか。データベースをインストールする最もよい方法は何でしょうか。

『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、次のいずれかの方法を使用して
Oracle Database をインストールしてください。

� レスポンス・ファイルを使用したインストールレスポンス・ファイルを使用したインストールレスポンス・ファイルを使用したインストールレスポンス・ファイルを使用したインストール : この方法では、各コンピュータに固有の設
定が含まれるレスポンス・ファイルを使用して、Oracle Universal Installer をコマンドライ
ンで実行できます。

� 既存の既存の既存の既存の Oracle ホームのクローニングホームのクローニングホームのクローニングホームのクローニング : 対話モードを使用して 1 台のコンピュータに Oracle 
Database をインストールします。 その後、その既存の Oracle ホームをそれぞれの場所にク
ローニングしてその場所から新規データベースを作成します。 データベースのクローニン
グも可能です。これについては、『Oracle Database 管理者ガイド』で説明されています。

Oracle データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいでしょうか。データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいでしょうか。データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいでしょうか。データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいでしょうか。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、サーバーに Oracle Database を
インストールします。

2. 『Oracle Database Client インストレーション・ガイド』を参照し、各クライアント・ノー
ドに Oracle Database Client をインストールします。 

クライアント・ノードが多数存在する場合、ソフトウェアの中央へのステージング、ドラ
イブのマッピングおよび Oracle Universal Installer の非対話モードでの実行を検討します。

クライアント・ノードで新規 Oracle ホーム・ディレクトリへのデフォルト・インストール
のみが必要な場合、『Oracle Database クイック・インストレーション・ガイド』を参照し
てください。

クライアント・ノードのディスク領域に制限がある場合にクライアント・ノードのディスク領域に制限がある場合にクライアント・ノードのディスク領域に制限がある場合にクライアント・ノードのディスク領域に制限がある場合に Oracle Database Client をインスをインスをインスをインス
トールする最もよい方法は何でしょうか。トールする最もよい方法は何でしょうか。トールする最もよい方法は何でしょうか。トールする最もよい方法は何でしょうか。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、サーバーに Oracle Database を
インストールします。

2. 『Oracle Database Client インストレーション・ガイド』または『Oracle Database Client ク
イック・インストレーション・ガイド』を参照して、各クライアント・ノードに Oracle 
Database Client をインストールし、「InstantClient」インストール・タイプを選択します。 

多数のクライアント・ノードが存在する場合、Oracle Universal Installer の非対話モードで
の実行を検討してください。

Oracle Database をアップグレードするにはどうすればよいでしょうか。をアップグレードするにはどうすればよいでしょうか。をアップグレードするにはどうすればよいでしょうか。をアップグレードするにはどうすればよいでしょうか。

『Oracle Database アップグレード・ガイド』を参照してください。 

サイトのコンピュータは、クラスタとして動作するよう構成されています。サイトのコンピュータは、クラスタとして動作するよう構成されています。サイトのコンピュータは、クラスタとして動作するよう構成されています。サイトのコンピュータは、クラスタとして動作するよう構成されています。Oracle Database
をどのようにインストールすればよいでしょうか。をどのようにインストールすればよいでしょうか。をどのようにインストールすればよいでしょうか。をどのようにインストールすればよいでしょうか。

次のいずれかのインストール例を使用します。

� 単一インスタンスの Oracle Database をクラスタ環境で実行する場合、Oracle Database を
インストールする前または後に Oracle Clusterware をインストールします。

� クラスタ内のすべてのデータベースに対してストレージの統合プールが必要である場合、
まず Oracle Clusterware をインストールし、自動ストレージ管理を使用してこのストレー
ジを管理します。その後、Oracle Database をインストールします（単一インスタンスでも
Real Application Clusters でも構いません）。

� Oracle Real Application Clusters を使用する場合、まず Oracle Clusterware をインストール
してから、Oracle Real Application Clusters をインストールします。 

Oracle Clusterware または Oracle Real Application Clusters をインストールするプラット
フォームについては、『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成ガイ
ド』を参照してください。Oracle Clusterware は、Oracle Clusterware インストール・メディア

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Database のアップグレードにソフトウェアのクローニン
グを使用する場合、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Database ツールのインストール
に収録されています。Oracle Database とともに自動ストレージ管理をインストールする方法
は、『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照してください。

Oracle Clusterware は、Oracle Real Application Clusters のインストールに必要な主要コンポー
ネントです。Oracle Clusterware は統合クラスタ管理ソリューションであり、複数のサーバー
をクラスタと呼ばれる単一システムとして機能するようバインドできます。Oracle Clusterware
は、ワークロードの管理およびコンポーネントの再起動を実行します。たとえば、特定のサー
ビスをサポートするインスタンスに障害が発生した場合、Oracle Clusterware は、そのサービ
スに対して構成した次の使用可能なインスタンス上でこのサービスを再起動します。Oracle 
Clusterware は、高可用性 API を使用して Oracle Clusterware 環境内で定義されている、
Oracle 以外のプログラムを監視できます。

Oracle 以外のデータベースを以外のデータベースを以外のデータベースを以外のデータベースを Oracle Database に移行するにはどうすればよいでしょうか。に移行するにはどうすればよいでしょうか。に移行するにはどうすればよいでしょうか。に移行するにはどうすればよいでしょうか。

Oracle Migration Workbench を使用して、Oracle 以外のデータベースおよびアプリケーション
を Oracle に移行します。Oracle Migration Workbench ソフトウェアおよびマニュアルは、次の
Web サイトで入手できます。

http://www.oracle.com/technology/tech/migration/

Oracle Database ツールのインストールツールのインストールツールのインストールツールのインストール
� Oracle Application Server をインストールするにはどうすればよいでしょうか。

� Oracle Database 製品を管理および監視するにはどうすればよいでしょうか。

� Oracle Database 製品のセキュリティはどのように管理するのでしょうか。

� Oracle Database では、データベース内のトレンドおよび時系列などのデータを分析できる
OLAP ツールを提供していますか。

� Oracle Database では、データの隠れた意味の発見と、データに基づく結果の予想に使用で
きるデータ・マイニング・ツールを提供していますか。

� Oracle Database のバックアップおよびリカバリ操作はどのように実行するのでしょうか。

Oracle Application Server をインストールするにはどうすればよいでしょうか。をインストールするにはどうすればよいでしょうか。をインストールするにはどうすればよいでしょうか。をインストールするにはどうすればよいでしょうか。

『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』を参照してください。Oracle 
Application Server のインストール方法は、Oracle Database をすでにインストールしているか
どうかによって異なります。

� Oracle Database をインストールしていないか、Oracle Application Server で既存の Oracle 
Database を使用しないようにする場合は、Oracle Universal Installer により、Oracle 
Application Server を独自の Oracle Database とともにインストールできます。このデータ
ベースには、Oracle Application Server の実行に必要なメタデータが移入されます。

� Oracle Application Server で既存の Oracle Database を使用する場合は、次の操作を実行し
ます。

1. Oracle Application Server インストール・メディアから Oracle Application Server リポ
ジトリ作成アシスタントを実行し、Application Server が必要とするメタデータをデー
タベースに移入します。

2. 『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』の指示に従って、残りの
Oracle Application Server コンポーネントをインストールします。 
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Oracle Database 製品を管理および監視するにはどうすればよいでしょうか。製品を管理および監視するにはどうすればよいでしょうか。製品を管理および監視するにはどうすればよいでしょうか。製品を管理および監視するにはどうすればよいでしょうか。

データベースの作成、構成または削除、あるいはデータベース・テンプレートの管理など、通
常の管理機能を実行するには、次のいずれかの方法を使用します。

インストールする単一データベースおよびリスナーのみを管理する手順は、次のとおりです。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle Database をインストー
ルします。

2. Oracle Database から、データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを使用して
データベースを管理します。 

また、デフォルトで Oracle Database とともにインストールされる Oracle Enterprise 
Manager Grid Control を使用して、データベースを管理および監視できます。Oracle 
Enterprise Manager Grid Control には、Oracle Management Agent、Oracle Management 
Service、Oracle Management Repository および Grid Control が含まれます。Grid Control
はブラウザベースの集中的なコンソールであり、これによって管理者は企業の監視、管理
および構成作業をすべて実行できます。

Oracle Database の監視や、複数のホスト、アプリケーション・サーバーおよびデータベース
（インストール中のデータベースを含む）の管理など、高度な管理作業を実行するには、次の手
順で Oracle Enterprise Manager をインストールします。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle Database をインストー
ルします。 

Oracle Real Application Clusters を使用する場合、『Oracle Real Application Clusters イン
ストレーションおよび構成ガイド』を参照して、Oracle Database をインストールします。

2. 『Oracle Enterprise Manager Grid Control インストレーションおよび基本構成』を参照し、
Oracle Enterprise Manager をインストールおよび構成します。構成後の作業については、

『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』を参照してください。 

Oracle Database 製品のセキュリティはどのように管理するのでしょうか。製品のセキュリティはどのように管理するのでしょうか。製品のセキュリティはどのように管理するのでしょうか。製品のセキュリティはどのように管理するのでしょうか。

Oracle は、企業環境に対し、Oracle Internet Directory に統合された集中管理およびセキュリ
ティの機能を含む、幅広いセキュリティ・ソリューションを提供します。Oracle Platform 
Security と呼ばれる Oracle セキュリティ・サービスのセットでは、Oracle Database、Oracle 
Application Server および Oracle Identity Management インフラストラクチャに組み込まれた
セキュリティ機能が統合されています。これらの機能が結合されることにより、セキュアな
E-Business アプリケーションの開発および配布が可能になります。

Oracle Identity Management に含まれる Oracle Internet Directory は、Oracle 環境内のユー
ザーおよびアプリケーションの管理を単純化する集中管理リポジトリであり、次のコンポーネ
ントが使用されます。

� Oracle Internet Directory クライアント・ツール（LDAP コマンドライン・ツール、Oracle 
Internet Directory SDK および Oracle Directory Manager を含む）

� Oracle Internet Directory サーバー・コンポーネント（ディレクトリ・サーバー、ディレク
トリ・レプリケーション・サーバー、ディレクトリ統合サーバーおよびこれらのサーバー
の起動と停止に使用する各種ツールを含む）

Oracle Database には Oracle Internet Directory クライアント・ツールが含まれますが、Oracle 
Internet Directory サーバー・コンポーネントは含まれません。Oracle Internet Directory サー
バー・コンポーネントをインストールするには、Oracle 10g Application Server インストールか
ら Oracle Universal Installer を実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Enterprise Manager Grid Control インストール・メディアに収録
されている『Oracle Enterprise Manager Grid Control インストレーションお
よび基本構成』を参照してください。
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Oracle Database では、データベース内のトレンドおよび時系列などのデータを分析できるでは、データベース内のトレンドおよび時系列などのデータを分析できるでは、データベース内のトレンドおよび時系列などのデータを分析できるでは、データベース内のトレンドおよび時系列などのデータを分析できる
OLAP ツールを提供していますか。ツールを提供していますか。ツールを提供していますか。ツールを提供していますか。

はい。Oracle Database のインストールで提供される Oracle OLAP をインストールしてくださ
い。Oracle OLAP は、OLAP 要件を満たす必要があるデータベース環境に対して最適なサポー
トを提供します。

Oracle OLAP をインストールするには、『Oracle Database インストレーション・ガイド』に示
す次のいずれかの方法を使用します。

� 「カスタム」インストール・タイプを選択し、「使用可能な製品コンポーネント」画面で
「Oracle OLAP」を選択します。

� 「Enterprise Edition」インストール・タイプを選択してから、「データベース構成の選択」
画面でデータ・ウェアハウス構成を選択します。

Oracle Database では、データの隠れた意味の発見と、データに基づく結果の予想に使用できでは、データの隠れた意味の発見と、データに基づく結果の予想に使用できでは、データの隠れた意味の発見と、データに基づく結果の予想に使用できでは、データの隠れた意味の発見と、データに基づく結果の予想に使用でき
るデータ・マイニング・ツールを提供していますか。るデータ・マイニング・ツールを提供していますか。るデータ・マイニング・ツールを提供していますか。るデータ・マイニング・ツールを提供していますか。

はい。Oracle Database のインストールで提供される Oracle Data Mining をインストールして
ください。Oracle Data Mining オプションにより、様々なアルゴリズムを使用した予測および
説明的なデータ・マイニング・モデルを作成し、実行できます。

Oracle Data Mining をインストールするには、『Oracle Database インストレーション・ガイド』
に示した次の方法を使用します。

1. 「Enterprise Edition」インストール・タイプを選択します。

2. 「データベース構成の選択」画面で、「汎用目的」「汎用目的」「汎用目的」「汎用目的」構成を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』（Oracle 
Identity Management のインストール方法）

� 『Oracle Database セキュリティ・ガイド』

� 『Oracle Database Advanced Security 管理者ガイド』

� 『Oracle Identity Management 統合ガイド』

� 『Oracle Label Security 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server セキュリティ・ガイド』

� http://www.oracle.com/technology/deploy/security/index.html
（Oracle Technology Network 上のデータベース・セキュリティに関するト
ピック）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle OLAP のインストール後、次のマニュアルを参照してく
ださい。

� 『Oracle OLAP アプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle OLAP リファレンス』

� 『Oracle OLAP DML リファレンス』

� 『Oracle OLAP Java API Reference』

� 『Oracle OLAP Analytic Workspace Java API Reference』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インストール後は、『Oracle データ・ウェアハウス・ガイド』を
参照してください。
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データベースで事前定義済のマイニング・モデルを実行するが、モデルの作成をサポートしな
いようにするには、Oracle Data Mining のかわりに Data Mining Scoring Engine をインストー
ルします。Data Mining Scoring Engine をインストールするには、『Oracle Database インスト
レーション・ガイド』に示した次の方法を使用します。

1. 「カスタム」インストール・タイプを選択します。

2. 「使用可能な製品コンポーネント」画面で、Data Mining Scoring Engine を選択します。

Oracle Database のバックアップおよびリカバリ操作はどのように実行するのでしょうか。のバックアップおよびリカバリ操作はどのように実行するのでしょうか。のバックアップおよびリカバリ操作はどのように実行するのでしょうか。のバックアップおよびリカバリ操作はどのように実行するのでしょうか。

Oracle Database Recovery Manager（RMAN）を使用します。これは Oracle Database に統合
されたバックアップおよびリカバリのツールです。このツールは、パフォーマンスが高く管理
しやすいバックアップおよびリカバリを求める要求に応えるものです。Recovery Manager は
データベース・サーバーに固有のものであり、データベース構造の変更を自動的に追跡し、こ
れにあわせて処理を最適化します。さらに、Recovery Manager は主要なテープ・メディア管理
製品と統合されているため、Oracle データベースのバックアップを既存のネットワーク接続さ
れたデータ保護インフラストラクチャと統合できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Data Mining のインストール後、次のマニュアルを参照し
てください。

� 『Oracle Data Mining 概要』

� 『Oracle Data Mining 管理者ガイド』

� 『Oracle Data Mining アプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle Data Mining Java API Reference』

� 『PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』
（データ・マイニングに関する項を参照）

� 『Oracle Database SQL リファレンス』（データ・マイニングに関する項を
参照）

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ基礎』

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユー
ザーズ・ガイド』

� 『Oracle Database Recovery Manager リファレンス』

� 『Oracle Database Recovery Manager クイック・スタート・ガイド』
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Oracle Database およびおよびおよびおよび Oracle アプリケーションのインストールアプリケーションのインストールアプリケーションのインストールアプリケーションのインストール
� Oracle アプリケーションを Oracle Database とともにインストールするにはどうすればよい

でしょうか。

� Oracle Database と通信する Web アプリケーションを作成するにはどうすればよいでしょ
うか。

� 従来のアプリケーションベース・ワークフローおよび E-Business 統合ワークフローの両方
についてプロセスを自動化および合理化するには、どうすればよいでしょうか。

� どちらの Web サーバーを Oracle アプリケーションで使用できますか。

� Oracle 以外のアプリケーションを Oracle に移行するにはどうすればよいでしょうか。

Oracle アプリケーションをアプリケーションをアプリケーションをアプリケーションを Oracle Database とともにインストールするにはどうすればよいでとともにインストールするにはどうすればよいでとともにインストールするにはどうすればよいでとともにインストールするにはどうすればよいで
しょうか。しょうか。しょうか。しょうか。

多くの場合、Oracle Database 自体をインストールしてから、Oracle アプリケーションをインス
トールします。そのアプリケーションの Oracle Universal Installer により、接続情報の入力を
求めるプロンプトが表示されます。アプリケーションのマニュアルの要件を確認します。 

Oracle Real Applications Clusters データベースを使用したアプリケーションを実装する必要が
ある場合、『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成ガイド』を参照し
てください。

Oracle Database と通信すると通信すると通信すると通信する Web アプリケーションを作成するにはどうすればよいでしょうアプリケーションを作成するにはどうすればよいでしょうアプリケーションを作成するにはどうすればよいでしょうアプリケーションを作成するにはどうすればよいでしょう
か。か。か。か。

次の手順で、Oracle HTML DB および Oracle HTTP Server をインストールします。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle Database をインストー
ルします。

2. 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle HTML 
DB および Oracle HTTP Server をインストールします。 

次のコンポーネントは、Oracle Database Companion CD インストール・メディアに収録さ
れています。

� Oracle JDBC Development Drivers

� Oracle Ultra Search

� Oracle SQLJ

� JPublisher

� Natively Compiled Java Libraries

� Oracle Database Examples

� Oracle HTML DB

� Oracle HTTP Server

� Oracle Workflow サーバーおよび中間層コンポーネント

� Oracle Text Supplied Knowledge Bases

デフォルト設定を使用して、Oracle HTML DB および Oracle HTTP Server を新規 Oracle
ホームにインストールするのみの場合は、『Oracle Database Companion CD クイック・イ
ンストレーション・ガイド』を参照してください。
D-8 Oracle Database Client インストレーション・ガイド



Oracle Database 異機種間接続性ツール（ゲートウェイ）のインストール
従来のアプリケーションベース・ワークフローおよび従来のアプリケーションベース・ワークフローおよび従来のアプリケーションベース・ワークフローおよび従来のアプリケーションベース・ワークフローおよび E-Business 統合ワークフローの両方に統合ワークフローの両方に統合ワークフローの両方に統合ワークフローの両方に
ついてプロセスを自動化および合理化するには、どうすればよいでしょうか。ついてプロセスを自動化および合理化するには、どうすればよいでしょうか。ついてプロセスを自動化および合理化するには、どうすればよいでしょうか。ついてプロセスを自動化および合理化するには、どうすればよいでしょうか。

次の手順で Oracle Workflow をインストールします。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle Database をインストー
ルします。

2. 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle 
Workflow をインストールします。 

どちらのどちらのどちらのどちらの Web サーバーをサーバーをサーバーをサーバーを Oracle アプリケーションで使用できますか。アプリケーションで使用できますか。アプリケーションで使用できますか。アプリケーションで使用できますか。

次の手順で Oracle HTTP Server をインストールします。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle Database をインストー
ルします。

2. 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド』を参照し、Oracle HTTP 
Server をインストールします。 

Oracle 以外のアプリケーションを以外のアプリケーションを以外のアプリケーションを以外のアプリケーションを Oracle に移行するにはどうすればよいでしょうか。に移行するにはどうすればよいでしょうか。に移行するにはどうすればよいでしょうか。に移行するにはどうすればよいでしょうか。

Oracle Migration Workbench を使用して、Oracle 以外のアプリケーションを Oracle に移行しま
す。Oracle Migration Workbench ソフトウェアおよびマニュアルは、次の Web サイトで入手で
きます。

http://www.oracle.com/technology/tech/migration/index.html

Oracle Database 異機種間接続性ツール（ゲートウェイ）のインス異機種間接続性ツール（ゲートウェイ）のインス異機種間接続性ツール（ゲートウェイ）のインス異機種間接続性ツール（ゲートウェイ）のインス
トールトールトールトール

� AS/400 アプリケーションで Oracle データベース内のデータにアクセスするにはどうすれ
ばよいでしょうか。

� Oracle アプリケーションで Oracle 以外のデータベース・システム内のデータにアクセスす
るにはどうすればよいでしょうか。

AS/400 アプリケーションでアプリケーションでアプリケーションでアプリケーションで Oracle データベース内のデータにアクセスするにはどうすればよデータベース内のデータにアクセスするにはどうすればよデータベース内のデータにアクセスするにはどうすればよデータベース内のデータにアクセスするにはどうすればよ
いでしょうか。いでしょうか。いでしょうか。いでしょうか。 
Oracle Access Manager for AS/400 を使用します。これにより、AS/400 アプリケーションは
Oracle データベース内のデータにアクセスできます。Oracle Access Manager for AS/400 をイ
ンストールするには、『Oracle Access Manager for AS/400 Installation and User's Guide for 
IBM iSeries OS/400』を参照してください。 

Oracle アプリケーションでアプリケーションでアプリケーションでアプリケーションで Oracle 以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする
にはどうすればよいでしょうか。にはどうすればよいでしょうか。にはどうすればよいでしょうか。にはどうすればよいでしょうか。

次の接続性ツールを使用すると、Oracle アプリケーションが Oracle 以外のデータベース内の
データにアクセスできます。

� Oracle Transparent Gateway: 使用している Oracle Database 環境に Oracle 以外のデータ
ベースを統合します。

� Oracle Procedural Gateway: Oracle PL/SQL アプリケーションによる、APPC 対応トランザ
クションとの統合または IBM Websphere MQ のメッセージへのアクセスが可能になりま
す。

Oracle アプリケーション、Oracle データベースおよび Oracle 以外のデータベースと無関係の
コンピュータ上に、ゲートウェイ製品をインストールできます。 
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たとえば、次の状況にあるとします。

� Oracle Database が Linux コンピュータ上にインストールされています。

� Oracle アプリケーションがMicrosoft Windows コンピュータ上にインストールされており、
Linux コンピュータ上の Oracle データベースのデータにアクセスします。

� Oracle アプリケーションは、Solaris Operating System 上の DB2 データベースおよび Linux
上の Oracle Database にあるデータを結合する必要があります。

DB2 が動作する Solaris コンピュータ、Oracle が動作する Linux またはそれら以外のコン
ピュータに Transparent Gateway for DRDA をインストールするオプションがあります。 

表 D-1 に、Oracle アプリケーションからアクセスできる Oracle 以外のデータベース・システム
と、これらのシステムに使用できるゲートウェイ製品を示します。 

表表表表 D-1 Oracle ゲートウェイ製品ゲートウェイ製品ゲートウェイ製品ゲートウェイ製品

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル

IBM DB2 Universal 
Database（UDB）

Transparent Gateway for DRDA。次のプラットフォームで使用可能。

� Linux x86: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよびユー

ザーズ・ガイド』を参照。

� Linux Itanium: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよび

ユーザーズ・ガイド』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インス

トレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for 
DRDA インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA イン

ストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� IBM zSeries Based Linux: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレー

ションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インスト

レーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

IBM DB2 z/OS Transparent Gateway for DB2。z/OS で使用可能。『Oracle Transparent Gateway for DB2
インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。 

Transparent Gateway for DRDA。次のプラットフォームで使用可能。

� Linux x86: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよびユー

ザーズ・ガイド』を参照。

� Linux Itanium: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよび

ユーザーズ・ガイド』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インス

トレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for 
DRDA インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA イン

ストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� IBM zSeries Based Linux: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレー

ションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インスト

レーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。
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IBM DB2/400 Transparent Gateway for DB2/400。IBM AS/400 で使用可能。『Oracle Transparent 
Gateway for DB2/400 インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

Transparent Gateway for DRDA。次のプラットフォームで使用可能。

� Linux x86: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよびユー

ザーズ・ガイド』を参照。

� Linux Itanium: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよび

ユーザーズ・ガイド』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インス

トレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for 
DRDA インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA イン

ストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� IBM zSeries Based Linux: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレー

ションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。 

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インスト

レーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

IBM MQSeries Procedural Gateway for WebSphere MQ。次のプラットフォームで使用可能。

� Linux x86: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere MQ Installation and User's 
Guide for UNIX』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere MQ 
Installation and User's Guide for Microsoft Windows』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for 
WebSphere MQ Installation and User's Guide for UNIX』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere 
MQ Installation and User's Guide for UNIX』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere MQ 
Installation and User's Guide for UNIX』を参照。

Adabas

Advantage 
CA-Datacom/DB

Advantage CA-IDMS

Advantage CA-IDMS/SQL

FOCUS

IMS/DB-DL/1

ISAM

Model 04

QSAM

Supra

System 2000

TOTAL

VSAM

Transparent Gateway for iWAY。z/OS で使用可能。 『Oracle Transparent Gateway for 
iWay Installation and User's Guide for IBM z/OS (OS/390)』を参照。

表表表表 D-1 Oracle ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル
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Advantage CA-IDMS/DC 
Transaction Server

CICS/TS

IMSTM

Procedural Gateway for APPC。次のプラットフォームで使用可能。

� Linux x86: 『Oracle Procedural Gateway for APPC Installation and Configuration 
Guide for UNIX』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for APPC 
Installation and Configuration Guide for Microsoft Windows』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for 
APPC Installation and Configuration Guide for UNIX』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for APPC 
Installation and Configuration Guide for UNIX』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for APPC Installation 
and Configuration Guide for UNIX』を参照。

Microsoft SQL Server Transparent Gateway for SQL Server。Microsoft Windows（32 ビット）で使用可能。

Oracle Transparent Gateway のインストレーション・ガイド、『Oracle Transparent 
Gateway for Microsoft SQL Server 管理者ガイド』の順に参照。

Sybase Adaptive Server Transparent Gateway for Sybase。次のプラットフォームで使用可能。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレーショ

ン・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Sybase Administrator's Guide on 
Microsoft Windows』の順に参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のイン

ストレーション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Sybase on Sun SPARC 
Solaris』の順に参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレー

ション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Sybase on IBM RS 6000 AIX』の

順に参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレーション・

ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Sybase on HP9000 Series HP-UX』の順に

参照。

� hp Tru64 UNIX: Oracle Transparent Gateway のインストレーション・ガイド、

『Oracle Transparent Gateway for Sybase Administrator's Guide on HP Tru64 UNIX』
の順に参照。 

Teradata Transparent Gateway for Teradata。次のプラットフォームで使用可能。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレーショ

ン・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Teradata Administrator's Guide on 
Microsoft Windows』の順に参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のイン

ストレーション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Teradata Administrator's 
Guide on Solaris Operating System (SPARC)』の順に参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレーション・

ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Teradata Administrator's Guide on 
HP-UX』の順に参照。

Informix Server Transparent Gateway for Informix。次のプラットフォームで使用可能。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のイン

ストレーション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Informix on Sun SPARC 
Solaris』の順に参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレーション・

ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Informix on HP9000 Series HP-UX』の順

に参照。

表表表表 D-1 Oracle ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル
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Ingres II Transparent Gateway for Ingres II。次のプラットフォームで使用可能。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のイン

ストレーション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Ingres II Administrator's 
Guide on Solaris Operating System (SPARC)』の順に参照。 

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: Oracle Transparent Gateway のインストレーション・

ガイド、『Oracle Transparent Gateway for Ingres II Administrator's Guide on 
HP-UX』の順に参照。

Rdb Transparent Gateway for Rdb。hp OpenVMS Alpha で使用可能。Oracle Transparent 
Gateway のインストレーション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for RDB on 
Digital Alpha Open VMS』の順に参照。

RMS Transparent Gateway for RMS。hp OpenVMS Alpha で使用可能。Oracle Transparent 
Gateway のインストレーション・ガイド、『Oracle Transparent Gateway for RMS on 
Digital Alpha Open VMS』の順に参照。 

表表表表 D-1 Oracle ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル
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